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海
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
し

て
、舞
鶴
市
が
平
成
25
年
度
の「
海

の
日
」
モ
デ
ル
地
区
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
海
事
関
係
団
体

で
構
成
す
る
「
海
の
日
」
海
事
関

係
団
体
連
絡
会
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
本
市
が
受
賞
す
る
の

は
初
め
て
。

　
7
月
15
日
、
商
工
観
光
セ
ン

タ
ー
行
わ
れ
る
「
海
の
日
の
つ
ど

い
」
で
日
本
海
事
広
報
協
会
理
事

長
の
豊
島
達
さ
ん
と
２
０
１
２
年

度
ミ
ス
日
本
「
水
の
天
使
」
酒
井

美
帆
さ
ん
か
ら
認
定
証
が
授
与
さ

れ
ま
す
（
右
に
関
連
記
事
）。
　

　
　
　
　
　
　   《
企
画
政
策
課
》

今年の舞鶴港は帆船もやってくる

「サン・プリンセス」見送りセレモニー

「ぱしふぃっくびいなす」出・入港セレモニー

帆船「日
にっぽんまる

本丸」が初寄港

●❖サン・プリンセス
　　７月８日㈪ 18 時 40 分～ 19 時
　❖ぱしふぃっくびいなす
　　出港…７月 31 日㈬ 16 時 40 分～ 17 時
　　入港…８月２日㈮８時 40 分～９時
●京都舞鶴港西港第２ふ頭（第３ふ頭に駐車場を開設）
●舞鶴の海をイメージした青色のハンカチを
　振って出・入港に華を添える
●申し込み不要。当日は安全対策のため、入場を
　制限する場合があります。
●みなと振興・国際交流課（☎ 66・1037）へ。

　
１
９
１
３
年
（
大
正
２
年
）
に
西

港
第
１
ふ
頭
が
竣
工
し
て
か
ら
今
年

で
１
０
０
年
目
を
迎
え
る
京
都
舞
鶴

港
。
こ
の
間
、
軍
港
や
貿
易
港
と
し

て
栄
え
、
今
で
は
関
西
圏
の
海
の
玄

関
口
と
し
て
活
躍
。
築
港
１
０
０
周

年
の
節
目
の
年
に
７
月
26
日
㈮
～

30
日
㈫
、
船
を
操
る
船
員
を
育
成

す
る
練
習
帆
船「
日
本
丸
」が
寄
港
。

　
府
民
を
対
象
に
一
般
公
開
と
シ
ッ

プ
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　【
日
時
】
７
月
28
日
㈰

❖
午
前
の
部
…
９
時
～
11
時
30
分
　

（
受
け
付
け
は
11
時
ま
で
）

❖
午
後
の
部
…
13
時
～
16
時

　（
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で
）

【
場
所
】　
京
都
舞
鶴
港
西
港
第
２
ふ

頭
（
第
３
ふ
頭
に
駐
車
場
を
開
設
）

【
そ
の
他
】　
見
学
無
料
。
申
し
込
み

不
要
。
悪
天
候
や
見
学
者
多
数
の
場

合
、
入
場
を
制
限
す
る
場
合
あ
り
。

※
セ
イ
ル
ド
リ
ル
（
帆
を
張
る
訓
練
）

は
今
回
の
寄
港
で
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

　【
日
時
】

　
７
月
29
日
㈪
13
時
～
15
時
30
分

【
場
所
】

　
京
都
舞
鶴
港
西
港
第
２
ふ
頭
（
日

本
丸
の
船
内
）

【
内
容
】

　
船
内
見
学
や
体
験
型
教
室

【
対
象
】

　
府
内
の
小
学
４
～
６
年
生

【
定
員
】

　
40
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

【
参
加
費
】

　
無
料

【
申
し
込
み
方
法
】
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
学
年
（
年
齢
）、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
み
な
と
振
興
・

国
際
交
流
課
（
〒
６
２
５
‐
８
５
５

５
、
住
所
不
要
）
へ
。
７
月
12
日
㈮

消
印
有
効
。

　▼
詳
し
く
は
、
み
な
と
振
興
・
国
際

交
流
課
（
☎
66
・
１
０
３
７
）
へ
。

舞
鶴
市
が
「
海
の
日
」
の
モ
デ
ル
地
区
に▲酒井美帆さん

　
海
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
の
推

進
や
海
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
、
主
要
港
湾

都
市
で
行
わ
れ
て
い
る
「
海
フ
ェ

ス
タ
」
が
来
年
度
、
舞
鶴
市
を
中

心
に
、
福
知
山
市
、
綾
部
市
、
宮

津
市
、
京
丹
後
市
、
伊
根
町
、
与

２
町
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か

し
た
行
事
な
ど
を
計
画
。
京
都
府

「
海
の
京
都
」
事
業
と
連
携
し
な

が
ら
、
積
極
的
に
「
海
フ
ェ
ス
タ

京
都
」
と
舞
鶴
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
ま
す
。

　
実
施
事
業
な
ど
の
詳
細
は
今

後
、決
ま
り
次
第
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
ま
い
づ
る
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
海
フ
ェ
ス
タ
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
企
画
政
策
課
（
☎

66
・
１
０
４
２
）
へ
。

謝
野
町
の
５
市
２
町
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
６
月

４
日
、
国
土
交
通
省
で
5
市
2
町

を
代
表
し
て
多
々
見
市
長
が
開
催

決
定
通
知
書
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

　
同
フ
ェ
ス
タ
は
、
１
９
８
６
年

（
昭
和
61
年
）
に
北
九
州
市
（
福

岡
県
）
で
開
催
さ
れ
た
「
海
の
祭

典
」
に
始
ま
り
、
海
の
日
が
3
連

休
化
さ
れ
た
平
成
15
年
か
ら
は

「
海
フ
ェ
ス
タ
」
と
名
称
を
変
更

し
、
全
国
の
港
湾
都
市
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
7
月
13
日
㈯
～
28
日

㈰
に
男
鹿
市
（
秋
田
県
）
を
中
心

に
開
催
。
海
・
港
に
関
す
る
総
合

展
や
船
舶
の
体
験
航
海
、
講
演
会

や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
府
北
部
の
開
催
に
向
け
て

　
今
後
、
来
年
夏
の
開
催
に
向

け
、
舞
鶴
市
を
中
心
に
北
部
５
市

海
を
生
か
し
た
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ

「
海
フ
ェ
ス
タ
」
府
北
部
で
開
催
決
定

▲海フェスタ（昨年の様子、広島県尾道市）
▲「海の日」シンボルマーク

▲府北部を代表して決定通知書を受け取る多々見市長

サン・プリンセス

ぱしふぃっくびいなす

▲海の貴婦人と呼ばれる「日本丸」
   （写真＝独立行政法人航海訓練所提供）
　　
　初代日本丸の代替船として、1984 年（昭和
59 年）に就航。世界でも有数の高速帆船として、
最速の帆船に贈られる「ボストン・ティーポット
トロフィー」を３回受賞。姉妹船に海王丸がある。

【主な仕様】
❖全長…110㍍　　 ❖幅…13.8㍍
❖総㌧数…2,570㌧ ❖メインマスト高…43.5㍍
❖総帆数…36 枚　  ❖最大搭載人員…190 人

時

場

内

問

他

帆
船
「
日
本
丸
」

船
内
を
見
学
で
き
ま
す

シ
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
を
開
校

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

参加者を
募集

築港100周年

海の日のつどい

●７月 15 日㈷ 13 時 30 分から
●商工観光センター
●❖海事関係の表彰  ❖クイーン舞鶴の披露
　❖「海の日」モデル地区認定書の授与　など
●実行委員会（商工会議所内、☎ 62・4600）へ。

親子で探検 ! 「造船所ってどんなとこ？」

●７月 25 日㈭ 14 時～ 16 時
●ジャパンマリンユナイテッド㈱舞鶴事業所
●小学４年生～中学生（保護者同伴）
● 25 人（多数の場合抽選）
●往復はがきに参加者全員の住所、氏名、年齢、
電話番号を記入し、７月８日㈪必着で京都運輸支
局（〒 624-0946 市内字下福井 901）へ。
●京都運輸支局（☎ 75・0616）問

時

場

内

問

定

申

時

場

対対《小型船舶などの航行自粛にご協力を》
　大型クルーズ客船付近は、小型船舶の操縦
に危険が伴います。また、前方至近での横切
りや停泊など危険な行為は客船の安全航行に
支障をきたす恐れがあるのでお止めください。
　　　　　　　　　　　　　《府港湾事務所》
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「万願寺甘とう」イメージキャラ決定

舞鶴発祥の「万願寺甘とう」を全国に
ＰＲしていくよ。ただ今、名前を募集中！
素敵な名前を考えてね。

み
な
と
舞
鶴

ち
ゃ
っ
た
ま
つ
り

　
京
の
伝
統
野
菜
・
京
の
ブ
ラ
ン

ド
産
品
「
万
願
寺
甘
と
う
」
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
定
し

ま
し
た
。（
左
イ
ラ
ス
ト
）

　
万
願
寺
甘
と
う
の
ブ
ラ
ン
ド
性

を
広
く
全
国
の
消
費
者
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

し
て
い
た
も
の
で
す
。

　
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、
全
国

各
地
か
ら
１
７
１
人
、
２
２
３
作

品
の
応
募
が
あ
り
、
採
用
作
品
１

点
、
特
別
賞
２
点
、
ユ
ニ
ー
ク
賞

３
点
を
決
定
。

　

　
７
月
27
日
㈯
10
時
～
15
時
に
旧

岡
田
中
小
学
校
で
　「
万
願
寺
ま
つ

り
２
０
１
３
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

万
願
寺
甘
と
う
を
使
用
し
た
グ
ル

メ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
い
っ
ぱ
い
。
ぜ
ひ
遊
び
に
き

て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
実
行
委
員
会
の
徳
永
さ
ん

（
☎
０
９
０・２
１
０
９・６
０
６
８
）へ
。

今
後
は
、
採
用
作
品
を
一
部
加
工

し
、
万
願
寺
甘
と
う
の
出
荷
袋
や

化
粧
箱
へ
印
刷
す
る
ほ
か
、
横
断

幕
や
の
ぼ
り
の
作
成
、
ち
ら
し
な

ど
に
使
用
し
、
万
願
寺
甘
と
う
の

Ｐ
Ｒ
に
向
け
て
幅
広
く
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

　
現
在
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
も

募
集
中
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
農
林
課
（
☎
66
・

１
０
２
３
）
へ
。

写真は昨年の花火大会の様子（多重露光で撮影）

【
日
時
】
８
月
11
日
㈰
10
時
～
12

時
30
分

【
場
所
】
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】

❖
第
一
部
…
10
時
か
ら
両
丹
茶
品

評
会
褒
賞
授
与
式

❖
第
二
部
…
11
時
15
分
か
ら
茶
道

裏
千
家
・
教
授
の
ラ
ン
デ
ィ
ー
・

チ
ャ
ネ
ル
・
宗
榮
さ
ん
に
よ
る
講

演「Tea as I See It ! 

お
茶
の
魅
力
」

※
出
品
茶
の
展
示
や
お
茶
の
振
る

舞
い
も
実
施

【
定
員
】
先
着
２
０
０
人
（
講
演

会
の
み
申
し
込
み
が
必
要
）

【
申
し
込
み
方
法
】
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
両
丹
お
茶
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
農
林
課
内
、

☎
66
・
１
０
２
３
、
ＦＡＸ
62
・
９
８

９
１
、
電
子
メ
ー
ルnourin@

post.
city.m

aizuru.kyoto.jp

）
へ
。

両
丹
お
茶
ま
つ
り

両
丹
茶
品
評
会

▲ランディー・チャネル・
　宗榮さん

　
夏
の
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ

せ
、
民
宿
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情

報
を
掲
載
し
た
「
舞
鶴
海
水
浴
場

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
製
し
ま
し

た
。
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
、
Ｊ
Ｒ
東

舞
鶴
駅
観
光
案
内
所
、
ま
い
づ
る

観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
無
料

配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
。

　
今
年
の
夏
は
水
の
き
れ
い
な
舞

鶴
の
海
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
観
光
商
業
課
（
☎

66
・
１
０
２
４
）
へ
。

▲文化公園プール ( 昨年の様子）

　
文
化
公
園
プ
ー
ル
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

【
期
間
】
７
月
20
日
㈯
～
８
月
28
日
㈬

【
時
間
】
10
時
～
18
時

【
入
場
料
】

❖
幼
児
（
３
歳
以
上
の
未
就
学

児
）
…
１
０
０
円

❖
小
・
中
学
生
…
３
０
０
円

❖
高
校
生
以
上
…
５
０
０
円

▼
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
66
・
１
０
５
８
）
へ
。

▲竜宮浜海水浴場（昨年の様子）

万
願
寺
ま
つ
り

▲万願寺まつり 2012 の様子

緑
の
し
あ
わ
せ

７月 27 日（土）（前夜祭）

◆民謡ながしと手作りみこし
　18 時から西地区商店街（マナイ・中央・平野屋）
◆海上自衛隊舞鶴音楽隊の演奏
　18 時から西地区商店街をパレード
　19 時 50 分から西市民プラザ特設ステージ

７月 28 日（日）
◆市民ちゃったレガッタ
　８時～ 16 時 30 分、東地区海岸（漕艇センター）。荒天中止
◆海上パレード・イルミネーション
　17 時 30 分から東地区海岸。小雨決行
◆花火大会
　19 時 30 分～ 20 時 30 分（時間変更の場合あり )、東地区海岸
　小雨決行。荒天の場合は７月 29 日（月）に延期
　約 5,000 発を打ち上げ

▲詳しくは、実行委員会事務局（舞鶴商工会議所内、☎ 62・4600）へ。

あ
な
た
は
ビ
ー
チ
派
？

そ
れ
と
も
プ
ー
ル
派
？

　

花
火
は
取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
火
傷
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
時
間
や
場
所
、
風
向
き
な
ど
を

考
え
て
、人
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
、ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。              

《
消
防
本
部
》  

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火▲採用作品に選ばれた深川重一さん

　（64 歳、大阪府和泉市）の作品

京の伝統野菜・京のブランド産品
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市役所が目指す「組織像」　　

市職員が目指す「職員像」

　
市
役
所
の
役
割
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」、「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」
と

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
生
活
や
仕
事
な
ど
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
条
件
や
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
す
。

　
市
役
所
で
働
く
職
員
の
仕
事
の
原
点
は
、「
市
民
の
皆

さ
ん
の
役
に
立
ち
た
い
」、「
も
っ
と
元
気
な
街
に
し
た
い
」

と
い
う
思
い
で
あ
り
、
こ
の
思
い
こ
そ
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
市
役
所
を
つ
な
ぐ
「
絆
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
で
今
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
市
民
の
皆
さ

ん
は
、
何
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
の
か
を
常
に
考
え
把
握
し
、

地
域
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
知
恵
を
絞
り
、
汗
を
か
く
こ
と
が
で

き
る
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

職員
募集安心して暮らせるまち舞鶴を目指して

《市民と市役所をつなぐ絆》

子
ど
も
達
の
未
来
に
つ
な
が
る

環
境
づ
く
り
を

　
今
年
の
４
月
か
ら
近
所
の
男

の
子
が
、
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
っ
て
小
学
校
に
通

い
始
め
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見

た
と
き
、
今
の
仕
事
へ
の
責
任

と
や
り
が
い
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
私
の
仕
事
は
、
市
内
の

幼
稚
園
、
小
中
学
校
に
通
う
子

ど
も
達
が
思
う
存
分
に
学
び
、

遊
び
、
考
え
、
活
動
で
き
る
よ

う
学
習
環
境
の
整
備
を
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
学
校
を
訪

問
し
、
子
ど
も
達
の
様
子
を
見

た
り
先
生
方
と
相
談
し
た
り
し

ま
す
。
裏
方
と
し
て
主
役
を
支

え
る
素
敵
な
仕
事
で
す
。

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
る
責
任
を
胸
に

　
公
共
工
事
の
設
計
や
積
算
、

現
場
監
督
、
そ
し
て
道
路
や
河

川
の
維
持
管
理
が
私
の
仕
事
で

す
。
舞
鶴
の
未
来
を
つ
く
り
、

夢
が
実
現
で
き
る
、
と
て
も
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
喜
び
の

声
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
私
は

民
間
企
業
か
ら
市
役
所
に
転
職

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
得
た
ス
キ

ル
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
舞
鶴
の
た
め
、
と

も
に
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

　
火
災
予
防
や
災
害
発
生
時
の

消
防
車
両
の
運
転
操
作
、
防
災

訓
練
が
私
の
仕
事
で
す
。
初
め

て
火
災
現
場
に
出
動
し
た
と

き
、
先
輩
か
ら
指
示
さ
れ
た
こ

と
を
す
る
の
に
精
一
杯
で
、
周

り
の
状
況
を
把
握
す
る
余
裕
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
消
防
に

関
わ
る
専
門
性
を
深
め
、
自
ら

の
特
性
も
発
揮
し
て
、
市
民
か

ら
信
頼
を
得
る
消
防
職
員
に
成

長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

消
防
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大

切
な
仕
事
で
す
。
思
い
を
共
有

で
き
る
仲
間
と
仕
事
が
で
き
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

市民に信頼され、市民の役に立つ市役所

❖市民の中に入って、地域の課題を見つけ、
　市民とともに考え、解決に向け積極的に行動する職員
❖職員一人ひとりが、専門性や得意分野を持ち、
　自らの特性も最大限に発揮し、市民の信頼に応える職員
❖社会情勢の変化に即応した改革意識を持ち、仕事への情熱と
　柔軟な思考のもと、市役所と仕事を変革できる職員

舞
鶴
を
元
気
づ
け
ら
れ
る
よ
う

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に

　

採
用
後
は
子
ど
も
育
成
課
に

配
属
さ
れ
、
保
育
に
関
わ
る
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。
福
祉
行

政
に
携
わ
る
こ
と
で
、
市
民
の

目
線
に
立
つ
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
内
閣
官
房
地
域
活
性

化
統
合
事
務
局
（
東
京
都
）
に

派
遣
さ
れ
、
構
造
改
革
特
区
制

度
や
総
合
特
区
制
度
に
よ
っ
て

地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
業

務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
優
秀
な
職
員
か

ら
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
舞
鶴
の
活
性
化
に

向
け
働
け
る
日
が
楽
し
み
で
す
。

北川直希（30）
＝土木課勤務＝

舞鶴市長
多々見良三

立町智恵（24）
＝教育総務課勤務＝

小嶋義典（32）
＝東消防署勤務＝

西忠幸（30）
＝内閣官房派遣＝

舞
鶴
の
未
来
を
一
緒
に
つ
く
ろ
う

平
成
26
年
４
月
採
用 

市
職
員
を
募
集

子どもからお年寄りまで安心して暮らせるまち 舞鶴を目指して

　さまざまな分野で頑張る職員の声を集めました



82013.7-1 maizuru2013.7-19 maizuru

職種 採用
予定人数 受験資格 第１次試験

一般
事務職

上級Ⅰ

若干名

昭和 60 年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた方で、
大学（これと同程度のものを含む）卒業又は卒業見込みの方

▪上級Ⅰ、中級、初級
【教養試験】
公務員として必要な一般知識と
教養について択一式で実施

【適性検査】
事務能力の検査を実施

▪上級Ⅱ
【教養試験】
公務員として必要な一般知識と
教養について択一式で実施

【小論文】
課題を与える

中級 昭和 63 年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた方で、
短期大学（これと同程度のものを含む）卒業又は卒業見込みの方

初級 平成２年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた方で、
高等学校（これと同程度のものを含む）卒業又は卒業見込みの方

上級Ⅱ
（※） １名

昭和 49 年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた方で、
大学（これと同程度のものを含む）卒業又は卒業見込みの学芸員
資格を有する方又は平成 25 年度中に資格取得見込みの方
　※本市の歴史や文化等に精通し研究意欲があり、
　　その成果をまちづくりに活かす能力を有する方

土木
技術職

上級

若干名

昭和 58 年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた方で、
大学（これと同程度のものを含む）卒業又は卒業見込みの土木
技術を有する方

【教養試験】
公務員として必要な一般知識と
教養について択一式で実施

【専門試験】
専門的知識について択一式で実施

中級
昭和 61 年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた方で、
短期大学（これと同程度のものを含む）卒業又は卒業見込みの
土木技術を有する方

設備
技術職

上級

若干名

昭和 60 年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた方で、
大学（これと同程度のものを含む）卒業又は卒業見込みの電気
技術又は機械技術を有する方

中級
昭和 63 年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた方で、
短期大学（これと同程度のものを含む）卒業又は卒業見込みの
電気技術又は機械技術を有する方

保育士 若干名 昭和 63 年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた方で、
保育士資格を有する方又は平成 25 年度中に資格取得見込みの方

【教養試験】
公務員として必要な一般知識と
教養について択一式で実施

【適性検査】
事務能力の検査を実施

消防職

上級

若干名

昭和 60 年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた方で、
大学（これと同程度のものを含む）卒業又は卒業見込みの方 【教養試験】

公務員として必要な一般知識と
教養について択一式で実施

【適性検査】
消防適性検査を実施

中級 昭和 63 年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた方で、
短期大学（これと同程度のものを含む）卒業又は卒業見込みの方

初級 平成２年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた方で、
高等学校（これと同程度のものを含む）卒業又は卒業見込みの方

職種 採用
予定人数 受験資格 試験内容

看護師

若干名

昭和 53 年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた方で、
看護師資格を有する方又は平成 25 年度中に資格取得見込みの方

【作文】課題を与える
【面接】

看護助手 昭和 43 年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた方で、
高等学校（これと同程度のものを含む）卒業資格以上を有する方

【作文】課題を与える
【面接】
【適性検査】

職員
募集

市職員の採用試験
【日時】　９月 22 日㈰９時 10 分から
【場所】　舞鶴市中総合会館
【受付期間】　７月 22 日㈪～８月 16 日㈮
※土・日曜日は除く。郵送の場合は、８月 16 日
17 時 15 分までに到着したものに限る。

【申し込み方法】申込書（市役所受付、職員課、
西支所庶務係、加佐分室、消防本部、東・西消防

署で配布。市ホームページからダウンロード可）
に必要事項を記入し職員課へ。消防職は消防本部
総務課へ。
※詳細は実施要項でご確認を。

▶一般事務職、土木技術職、設備技術職、保育
士に関するお問い合わせは、 職員課（☎ 66・
1043）へ。
▶消防職に関するお問い合わせは、消防本部総務
課（☎ 66・0119）へ。

市民病院職員の採用試験
【日時】　８月 11 日㈰９時から
【場所】　市立舞鶴市民病院
【受付期間】　７月１日㈪～８月２日㈮
※土・日曜日は除く。郵送の場合は、８月２日
17 時 15 分までに到着したものに限る。

【申し込み方法】
　申込書（市民病院総務課で配布。同院ホームペー
ジからダウンロード可）に必要事項を記入し市民
病院総務課へ。
※詳細は実施要項でご確認を。

▶お問い合わせは、市民病院総務課（☎ 62・2630）へ。

《市民と市役所をつなぐ絆》

安心して暮らせるまち舞鶴を目指して

 

　
旧
北
吸
浄
水
場
施
設
は
、
旧
日

本
海
軍
が
明
治
34
年
の
舞
鶴
鎮
守

府
開
庁
に
向
け
て
、
軍
港
内
の
諸

施
設
と
艦
艇
用
に
大
量
の
飲
料
水

を
確
保
す
る
た
め
建
設
し
た
施
設

で
、
赤
れ
ん
が
造
り
の
上
屋
を
持

つ
２
つ
の
配
水
池
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
配
水
池
の
内
部
に
は
、
高
さ

５
・
６
㍍
の
赤
れ
ん
が
造
り
の
導

水
壁
が
交
互
に
５
列
並
び
圧
巻
で

す
。

　
施
設
付
近
か
ら
は
、
自
衛
隊
桟

橋
や
造
船
所
が
眼
下
に
広
が
り
、

素
晴
ら
し
い
眺
望
が
楽
し
め
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
社
会
教
育
課
（
☎

66
・
１
０
７
３
）
へ
。

【
公
開
日
時
】
7
月
7
日
㈰
と
8

日
㈪
10
時
～
16
時

【
場
所
】
北
吸
多
目
的
施
設
横

「旧北吸浄水場施設 第一配水池」を一般公開
国の重要文化財

舞鶴
展
市

第 45 回

入
賞
作
品
決
ま
る

　
6
月
12
日
～
16
日
に
舞
鶴
市
展

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
応
募
総
数

は
洋
画
・
日
本
画
・
書
・
写
真
・

工
芸
美
術
の
５
部
門
で
計
２
８
７

点
。
各
部
門
の
市
展
賞
を
は
じ
め
、

特
選
10
点
・
奨
励
賞
17
点
・
委
嘱

作
家
賞
１
点
の
計
33
点
を
入
賞
作

品
に
決
定
、
こ
の
ほ
か
２
２
５
点

を
入
選
作
品
に
選
び
ま
し
た
。

▼
詳
し
く
は
、
社
会
教
育
課
（
☎

66
・
１
０
７
３
）
へ
。

「ここにある祈り」縦 61㌢
×横 50㌢）＝岡本晃一さん

（35 歳、福知山市）

「
萬
葉
集
一
三
二
八
番
歌
」（
縦
２
４
２
㌢
×
横
61

㌢
）
＝
城
代
青
風
さ
ん
（
28
歳
、
倉
谷
）

「コトの大ぞうり」（50 号）
＝足立哲郎さん（82 歳、兵
庫県朝来市）

洋画の部（市展賞）

「想い」（30 号）＝柴田富美代さん
（72 歳、上安）

日本画の部（市展賞）

「 も の 想 ふ 」（ 縦 56 ㌢
×横 30㌢×奥行 30㌢）
＝永井久美子さん（64
歳、八反田南町）

工芸美術の部（市展賞）

写真の部（市展賞）

書
の
部
（
市
展
賞
）

▲旧北吸浄水場施設の第一配水池
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農
村
地
域
へ
の
移
住
者
受
け
入
れ
を
支
援

空
き
家
に
し
て
お
く
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
。

　
農
村
地
域
で
の
新
た
な
定
住
者

の
増
加
を
目
的
と
し
て
、
空
き
家

を
提
供
す
る
人
と
新
規
就
農
な
ど

移
住
を
希
望
す
る
人
、
そ
の
方
々

を
受
け
入
れ
る
地
域
を
支
援
す
る

農
村
移
住
促
進
事
業
補
助
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。

　
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
、
空

き
家
提
供
者
、
移
住
希
望
者
が
条

件
な
ど
を
登
録
。
売
買
ま
た
は
賃

貸
契
約
が
成
立
す
れ
ば
、
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
補
助
条
件
】

　
自
治
会
な
ど
が
作
成
す
る
移
住
促

進
計
画
に
基
づ
く
農
村
地
域
（
市
街

化
区
域
は
除
く
）
へ
の
新
規
定
住

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

【
補
助
対
象
・
金
額
】

▪
空
き
家
提
供
者
（
１
件
10
万

円
）
…
空
き
家
を
新
規
移
住
者
に

売
却
ま
た
は
賃
貸
の
際
、
家
財
撤

去
な
ど
に
か
か
る
費
用

▪
移
住
者
（
上
限
１
８
０
万
円
）

…
購
入
ま
た
は
賃
貸
し
た
空
き
家

を
改
修
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て

入
居
後
１
年
以
内
に
１
回

▪
自
治
会
な
ど
（
１
件
１
万
円
）

…
受
け
入
れ
活
動
を
支
援

※
い
ず
れ
も
、
空
き
家
の
新
規
移
住

（
売
買
ま
た
は
賃
貸
借
の
契
約
）
が

成
立
し
た
場
合
に
補
助
。

▼
詳
し
く
は
、
農
林
課
（
☎
66
・

１
０
３
０
）
へ
。

舞鶴市 空き家情報バンクへ登録

地域の団体（自治会など）

空き家の提供を推進、移住希望者の受け入れ

新規就農者など

移住希望者

移住者

空き家を改修するための費用

【上限 180 万円】

地域の団体

受け入れ活動を支援

【１件１万円】

空き家提供者

家財撤去などにかかる費用

【１件 10 万円】

移住（空き家の売買または賃貸借契約）の成立

空き家提供者

【 制度のイメージ図 】

投票日時　７月 21 日（日）７時～ 20 時

期日前投票・不在者投票
７月５日（金）～ 20 日（土）８時 30 分～ 20 時

市役所、西支所、加佐分室で土・日曜日も投票できます

参議院議員通常選挙

▶詳しくは、市選挙管理委員会事務局（総務課内、☎66・1044）へ。

清らかな流れと豊かな緑が織りなす21世紀の由良川

新たな「由良川水系河川整備計画」を策定

　平成 25 年６月５日、国土交通省において、今後、おおむね 30 年間で実施する由良川の整備目
標や治水、環境、利水、維持管理など具体的な整備内容を定めた新たな「由良川水系河川整備計画」
が策定されました。
　現在、由良川では、平成 15 年８月に策定された整備計画に基づき、河川の整備が国土交通省に
よって進められています。
　このうち、舞鶴市域を含む由良川下流部は、平成 16 年に発生した台風 23 号によって甚大な洪
水被害に見舞われ、緊急水防災対策として河川整備の早期完了を目指し事業が進められています
が、計画に位置付けられていない未対策地区が残されていました。
　今回、新たに策定された計画では、台風 23 号によって被害を受けた全ての地区が整備計画の対
象地区として位置づけられ、今後、洪水による家屋浸水被害の軽減や市民の安全・安心を図るため
の取り組みが実施されることになります。

　新たな「由良川水系河川整備計画」は、国土交通省近畿地方整備局福知山河川国道事務所ホー
ムページ（http://www.kkr.mlit.go.jp/fukuchiyama/index.php）から閲覧できます。
▶詳しくは、 国・府事業推進課（ ☎ 66・1047）へ。
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！

投
票
箱

　期日前投票をされる場合は、投票所入場券の裏面の「期日前投票宣誓書」に
必要事項を記入の上、ご持参ください。
　なお、「期日前投票宣誓書」は、期日前投票所にも用意してあります。
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　退職や子どもの自立で、第２の人生をどのように楽しむか考えていますか。
　その楽しみを支えるものは、やりたいことができる健康な「こころ」と「か
らだ」。市では、健康な長寿社会を目指し、さまざまな講座・教室を開講します。
あなたの健康を支える方法を見つけてみませんか。

　水中ウオーキングで筋力アップを目指します。
【日時】９月～12月の火・木曜日に計16回（週１回）
　　　13 時 30 分～ 14 時 30 分

【場所】 ❖火曜日…まいづるスイミングクラブ
　　　 ❖木曜日…アイエムスポーツ倶楽部

【対象】 ❖ 65 歳以上の人
　　　 ❖膝痛や腰痛などがある人
　　　 ❖１人で歩行と更衣が可能な人
　　　 ❖要支援・要介護認定を受けていない人

【定員】 先着各 20 人
【参加費】 6,000 円
【その他】 送迎あり（別途費用が必要）
【申し込み方法】 ７月 10 日㈬までに電話で。

　６人程度のグループで知的活動やウオーキング
を行い認知症の予防を目指します。

【日時・場所】右表のとおり
【内容】
❖旅行…行き先や日程など自分達で旅行を計画し実行
❖パソコン…地域情報などを掲載するミニ
コミ誌を作成（ノートパソコンが必要）　

【対象】65 歳以上で要支援・要介護認定
を受けていない人

【参加費】1,000 円
【申し込み方法】８月２日㈮までに電話で。

▶詳しくは、高齢者支援課（☎ 66・1012）へ。

講演「体と頭を同時に鍛えて転倒予防」

【日時】７月６日㈯ 13 時 30 分～ 15 時
【場所】総合文化会館
【講師】山田実・京都大大学院助教
【定員】先着 200 人

講演「今日からできる認知症予防」

【日時】７月 27 日㈯ 13 時 30 分～ 16 時
【場所】中総合会館
【内容】脳を鍛えるわいわい活動の説明や取り
組みも紹介

【講師】NPO 認知症予防サポートセンターの
釘宮由紀子さん

【定員】先着 200 人

　いずれも申し込みは、前日までに電話で。

ステキな人生を
　　　長～く楽しむ秘訣アレコレ

65歳からの
介護予防

場　所 日　時 内　容

中総合会館 毎週木曜日の
10 時から 旅行

東公民館 毎週金曜日の
13 時 30 分から

パソコン
ウオーキング

南公民館 毎週水曜日の
10 時から 旅行

大浦会館 毎週水曜日の
10 時から

パソコン
ウオーキング

西総合会館 毎週火曜日の
10 時から

パソコン
ウオーキング

城南会館 毎週木曜日の
10 時から ウオーキング

加佐公民館 毎週金曜日の
13 時 30 分から パソコン

脳を鍛えるわいわい活動

水中らくらく
トレーニング教室

参加費無料

介護予防集中講座

【 いずれも９月～来年１月に計 18 回 】

外国人住民についても住基ネットの運用開始

　平成 25 年７月８日（月）から、外国人住民の人
も「住民基本台帳ネットワークシステム（住基ネッ
ト）」の運用が開始されます。主な変更点は次のと
おり。
❖住民票の広域交付が受けられます
　市外でも本人や同一世帯員の住民票の写しの請求
が可能になります。
❖住基カードの交付（有料）が受けられます
　顔写真付きと顔写真なしの２種類があり、顔写真
付住基カードは公的な本人確認書類として利用でき
ます。インターネットを使った行政手続に必要とな
る電子証明書を記録（有料）できます。
❖住民票コードを通知します
　住民票に 11 桁の住民票コードが記載されます。
　７月８日以降に本人あてに郵送でお知らせします。
▶詳しくは、市民課（☎ 66・1001）へ。

　市民病院建設工事に伴い、７月１日から市道倉谷
工業団地線の通行方法が変わります。これに伴い、
同線と府道小倉西舞鶴線を結ぶ歩行者用通路を設置
しました。
　ご理解とご協力をお願いします。

▶詳しくは、土木課（☎ 66・1049）へ。

北

28

中丹東保健所

府道小倉西舞鶴線

通行止め区間 歩行者用通路

対面通行区間

伊
佐
津
川

舞鶴赤十字病院 市民病院
（建設中）

位置図

倉谷工業団地線の一部通行止め

　無料で無線インターネット接続ができるサービス
「W

ワ イ フ ァ イ

i-Fi F
フ リ ー ス ポ ッ ト

REESPOT」は市役所本庁ロビーや赤れんが
パークで利用できますが、新たに、「西駅交流センタ
ー１階」と「引揚記念館」でも利用できるようになり
ました。スマートフォンやタブレット型パソコンなど
の携帯端末でインターネットが快適に利用できます。

【利用するには】 
　メールによる認証が必要。携帯メールかプロバイ
ダーメールが必要になります。また、事前にメールア
ドレスと利用する機器のアドレスを登録しておくこと
で、スムーズに利用を開始することが可能になります。
使用できる機器や使い方などは FREESPOT 協議会
ホームページ（http://www.freespot.com/）をご覧
ください。

▶詳しくは、情報システム課（☎ 66・1092）へ。

◀左のコードからメール認証と事前
登録フォームにアクセスできます。

（スマートフォン、タブレット用） 

▲引揚記念館▲西駅交流センター 1 階

利用できる施設が増えました
無線インターネット接続サービス

　平成 25 年度国民健康保険料納入通知書（６
月 10 日送付）の一部に記載誤りがありました。
　賦課計算書中の「平等割」が軽減となる場合
において、「軽減後の額」を印字するところを
誤って「軽減額」を印字してしまいました。保
険料額自体に誤りはなく、お支払いへの影響は
ありません。詳細は次のとおりです。
❖記載誤りの件数…417 件
❖原因…システム改修時のプログラムミスと職
員の印字チェックの見落しによるもの
❖対応…13 日付で正しい賦課計算書の入った
納入通知書とお詫び文書を対象世帯に送付。
　改めて該当の方々並びに市民の皆様にお詫び
申し上げます。今後は再発防止に向け作業マニ
ュアルの再点検、複数職員によるチェックの徹
底に努めてまいります。

《保険医療課》

国保料納入通知書の記載誤りについて
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高浜町の
お知らせ

花火大会（昨年の様子）

若 狭 高 浜 花 火 大 会
　スターマインや早打ち、水中花火など今年も見どころ満載 !!

【日時】 　８月１日（木）20 時から
【場所】 　高浜町東部海岸
　　　　（若狭和田海水浴場～城山海水浴場）

【内容】 　約 3,700 発を打ち上げ
【問い合わせ先】若狭高浜観光協会 ( ☎ 0770・72・0338)

　７月は「社会を明るくする運動」の強化月間。「犯
罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ」
を合言葉に、地域の皆さんのご理解と温かい見守りに
より、犯罪や非行を防止し、罪を犯した人が再び罪を
犯すことなく地域の一員として社会復帰しやすいまち
づくりに努めましょう。       　　   《保健福祉企画課》

社会を明るくする運動

　市役所では昨年に引き続き７月１日（月）～９月 30
日（水）の間、節電に取り組みます。
　今夏は必要最低限の電力が確保できる見通しですが、
昨年並みの節電が前提となっています。ご家庭や事業所
でも、平成 22 年夏と比べ９㌫削減を目安に、健康に無
理のない範囲で節電へのご協力をお願いします。
▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

夏の節電にご協力を

▪新しい被保険者証を送付
　現在お持ちの「後期高齢者医療被保険者証」は７
月末が有効期限です。新しい被保険者証を７月中旬
～下旬に書留で送付します。
※新しい保険者証（緑色）は届いた日から使用できま
す。古い保険者証（ピンク色）は８月１日（木）から
使用できませんのでご注意を。

《保険料納入通知書と保険料額決定通知書を送付》
　平成 24 年中の所得に基づき算定した平成 25 年
度の後期高齢者医療保険料が決定。納入通知書と保
険料額決定通知書を７月中旬に送付します。
▪国保高齢受給者証
　国民健康保険（国保）に加入している 70 歳～ 74
歳の人に交付している「国民健康保険高齢受給者証」
は、７月末が有効期限。現在お持ちの人か新たに８
月１日から該当する人には、７月中旬に受給者証を
送付します。また、来年７月末までに 75 歳になる
人は誕生日から後期高齢者医療制度で受診を。
▪限度額適用認定証など
　国保か後期高齢者医療制度の加入者で、病院窓口
での支払いが限度額までとなる「限度額適用認定
証」と市民税非課税世帯で入院中の食事代も減額さ
れる「限度額適用・標準負担額減額認定証」は、７
月末が有効期限です。切り替えの手続きは、保険証
と印鑑を持って保険医療課か西支所保健福祉係で。
▶国民健康保険に関するお問い合わせは保険医療課

（☎ 66・1003）へ。
▶後期高齢者医療保険に関するお問い合わせは同課

（☎ 66・1075）へ。

国民健康保険・後期高齢者医療制度
～　加入者の皆さんへお知らせ　～

　フレアス舞鶴では女性を対象に、専門相談員が夢や
想いをかたちにするためのサポートを行う「バックアッ
プセミナー」を実施しています。あなたの得意分野の
確認と弱点について助言。気軽に参加してください。

【日時】毎月第３水曜日、14 時 10 分～ 15 時 40 分
【定員】毎月先着４人
【対象】市内在住か在勤の女性
【その他】託児あり（予約が必要）
【申し込み方法】実施日の 2 週間前から前日までに
電話で人権啓発推進室へ。
▶詳しくは、人権啓発推進室（☎ 66・1022）へ。

　７月 29 日 ( 月 ) と 30 日 ( 火 ) はシステムのメン
テナンス作業のため、インターネットを使った行政
手続きに必要となる電子証明書の窓口業務（発行・
失効）を停止します。ご理解とご協力をお願いします。
▶詳しくは、市民課（☎ 66・1001）へ。

「女性のチャレンジ相談・バックアップセミナー」

電子証明書が発行できない日のお知らせ

【日時】７月 23 日（火）12 時 10 分～ 12 時 50 分
【場所】市役所本館　市民ホール
【内容】海の見えるオープンな会場で、どなたでも気軽に
楽しめるコンサート。ゴールデンルビー（フルート奏者の
谷口愛さん、オーボエ奏者の猪又詩子さん、クラリネット
奏者の稲垣孝さん、ピアノ奏者の内藤祐貴子さん）が出演。
▶詳しくは、文化振興課（☎ 66・1019）へ。

市役所ロビーコンサート

　総合文化会館の大ホールが改修工事のため、平成
26 年８月１日～平成 27 年３月 31 日まで利用が停止
となります。公共施設予約システムから同期間の予約
も停止させていただきます。ご了承ください。
▶詳しくは、文化振興課（☎ 66・1019）へ。

▲総合文化会館大ホール

総合文化会館の一部利用停止について

▲５月 21 日に行われたコンサートの様子

▪更新講習
【日時】10 月９日（水）14 時から
【場所】福知山市民会館（福知山市字内記）
▪認定試験

【日時】11 月 10 日（日）13 時 30 分から
【場所】中丹勤労者福祉会館（福知山市昭和新町）
《共通》
【手数料】各 10,000 円
【申し込み方法】７月 16 日（火）までに所定の用
紙（下水道総務課に備え付け）で。
▶詳しくは、下水道総務課（☎ 66・1028）へ。

下水道排水設備工事責任技術者
～　講習と認定試験　 ～

　市緑化推進委員会では、市民の皆さんや企業・団体
から頂いた緑の募金を活用し、市内において植樹活動
や緑化に関する研究啓発活動を行う団体を対象に、そ
の一部を助成します。

【申請期間】７月１日（月）～８月 30 日（金）
【助成対象団体の要件】
❖市内に住所を有する
❖複数の構成員からなり、自主的・組織的な活動が
できる （自治会・老人会・子ども会・公共施設や共
用スペースで活動するグループ、労働組合など）
❖植樹活動や森林整備については継続して適切な維
持管理ができる
❖土地の所有者または管理者の承諾を得た場所で活
動を実施する

【助成金額】１団体につき上限 15 万円／年
【助成の可否】
　市緑化推進委員会の審査で決定し、申請団体に通知

【交付時期】９月下旬頃
【申し込み方法】
　所定の用紙（農林課に備え付け。市ホームページ
からダウンロード可）で。
▶詳しくは、 市緑化推進委員会（農林課内、 ☎
66・1023）へ。

　姉妹都市や友好都市との市民交流など市民団体が取
り組む国際交流事業に補助金を交付します。

【対象事業】
❖姉妹・友好都市の市民を招いて行う事業
❖団体の構成員 10 人以上が姉妹・友好都市を訪問する事業
❖構成員 10 人以上が在住外国籍市民と交流する事業

【対象経費】
　印刷製本費、会議費、旅費、通信運搬費などの経費

（飲食経費を除く）
【対象団体】
❖主に市内で活動
❖ 10 人以上で構成され、過半数が舞鶴市民
❖１年以上の国際交流活動の実績がある　など

【補助額】
❖姉妹・友好都市関連事業…事業費の３分の１以内
❖在住外国籍市民関連事業…事業費の２分の１以内

（いずれも限度額 30 万円以内）
【交付の可否】
　提出書類に基づき審査を行い事業選択の可否を決定

【申し込み方法】
　所定の用紙（みなと振興・国際交流課に備え付け。
市ホームページからダウンロード可）に必要事項を記
入し、７月 31 日（水）までに同課へ。
▶詳しくは、みなと振興・国際交流課（☎ 66・1037）へ。

国際交流事業に補助金を交付 緑化に関する活動に助成
～　緑の募金による地域緑化事業　～

　７月 21 日（日）～８月 20 日（火）まで
「京の夏　さわやかマナーで　事故防止」を統一標
語に夏の交通事故防止府民運動を実施。次の項目を
重点的に取り組みます。
❖子どもと高齢者の交通事故防止
❖自転車の安全な利用の促進
❖シートベルト・チャイルドシートの正しい着用・
使用の徹底
❖悪質・危険運転の追放
　一人ひとりが交通ルールを守り、安全で事故のな
いまちを目指しましょう。
                     《市交通対策協議会（市民相談課内）》

夏の交通事故防止府民運動



162013.7-1 maizuru17 2013.7-1maizuru

ドクターＴのひとりごと
　　　　　その⑬　「舞鶴はひとつ」

17

▶詳しくは、東図書館（☎ 62・0190）
　　　　　　西図書館（☎ 75・5406）へ。

　水俣病の真実を世界に伝えた
写真界の巨匠ユージン・スミス。
撮影当時のアシスタントの証言
をもとに、彼の独特な撮影技法
や患者たちとの交流などを明ら
かにする。　　　　　　　  （東）

ユージン・スミス　
水俣に捧げた写真家の 1100 日
山口由美

ひとりで暮らす求めない生き方
香山リカ

　「ひとり暮らし」も今やひとつ
の暮らしのスタイルに過ぎない。
頑張りすぎたり、力を込めすぎ
たりしないように…。精神科医
である著者が、ひとり暮らしを
楽しむコツを紹介する。　　（西）

「引き揚げ」の記憶を次世代へ
　引揚記念館に展示・保管している海外
からの引き揚げやシベリア抑留などに関
する約 1 万 2 千点の資料の中から今回は

「出
し ゅ っ せ い ば た

征旗」を紹介します。

　出征旗は戦地へと向う夫や息子などを親
族らが見送るために作成した旗で、出征す
る人の名前が書かれています。木綿などの
生地で自作する事もありましたが、多くの
場合は旗店で販売されている既製品を購入
して達筆な親類や知人などにお願いして名
前を書いてもらっていました。特徴的なこ
とは、名前の頭に必ず「祝」の文字が入れ
られており、兵士となって戦地へ向かうこ
とはおめでたいこととされていたことが分
かります。
　また、旗の最上部には、日章旗と旭日旗
が交差した図柄が描かれているものが多く
みられ、中には、旗の周囲に房などを施し
た手の込んだものなどもありました。
　旧日本軍では、出征旗に関する決まった

規定などはなかったため、大小さまざまな
ものがありました。当館に所蔵している出
征旗は最大のもので３㍍を超えるものもあ
り、常設展示室で展示しています。
　駅のホームや港などでは出征兵士を見送
るときに、出征旗を立てて「勝ってくるぞ
と勇ましく（露営の歌）」や「出征兵士を
送る歌」などの軍歌が歌われ、列車や船の
出発時には「海ゆかば」を歌って見送るこ
とが一般的でした。
　装飾を凝らし「祝」の文字が書かれた出
征旗は、盛大な見送りに使われたものでし
たが、今生の別れになるかも知れない我が
息子や夫、兄弟のために家族ができる最大
限の見送りでもあったのです。そこには「必
ず生きて帰ってきて欲しい」との家族の強
い「祈り」が密かに込められたものであっ
たといえます。

　近年、至る所で携帯電話やスマートフォンを操作
している人をよく見掛けます。ゲームをしている人
やメールを打っている人、中にはインターネットの
掲示板に書き込みをしている人もいます。
　携帯電話やスマートフォンが普及したことで、い
つでもどこでも、見たことや感じたことをその場で
気軽に情報を発信できるようになりました。
　最近は何か事件があると、いち早くインターネッ
ト上にその状況が流れます。事件現場に居合わせた
人により、その現場の情報はすぐにメールで送られ
たり、インターネット上に発信されたりして、まる
で実況中継をしているかのように一瞬にして世界中
に広がっていきます。
  このような情報は、その人の主観や価値観によっ
て選択し表現されたもので、中には偏った表現がさ
れたものもあります。また、その情報に対して、た
くさんの人からさまざまな意見や新たな情報が寄せ
られます。
　これらの意見や情報の中には、他人を誹

ひ ぼ う

謗中傷す
るものや差別的な書き込みも数多くあり、同調して
さらにエスカレートした書き込みがされる場合もあ

　広げよう人権の輪 　　～ インターネットによる人権侵害 ～

ります。一度インターネット上に情報が公開される
と、そのすべてを消し去ることは不可能で、何年経っ
ても何らかの形で残ってしまい、被害者を長く苦し
めることになります。
　インターネットは、情報の収集や発信、コミュニ
ケーションの手段として、私たちの生活の中でたい
へん便利なものですが、その一方で人権侵害が大き
な社会問題になっています。
　インターネットの世界は、顔の見えない世界の中
で人と人とがつながる場であり、指先の画面の向こう
側には、たくさんの人がいることを意識しましょう。 
　匿名性の高いインターネットの世界だからこそ、
利用者一人ひとりの人権感覚が求められています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　《人権啓発推進室》

ごみブクロウの
『エコな生活ホーホー』教えます！

（ 方 法 ）

▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

防災ひとくちメモ
　　　～ 災害時に役立つ携帯電話 ～
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出征旗

　携帯電話には、災害時に役立つ便利な機能が付い
ています。もしものときに備えて携帯電話の機能を
チェックしておきましょう。

▪災害用伝言版…自分の安否情報を登録したり、家族
や友人の安否情報を確認することが可能。
▪緊急速報メール…緊急地震速報や各地域の避難情報
などを配信。登録不要。※非対応の機種や受信設定が
必要な機種があるため確認が必要。
▪テレビ、ラジオ…ワンセグ対応の機種ではテレビ番
組の受信が可能。ラジオが聴ける機種もあり。
▪カメラ…証明書類や薬の情報などを事前に写真デー
タに保存しておけば、何も持たずに避難したときに活
用できます。
▪地図…地図サービスを利用し、避難所などを探索。
GPS 機能付きなら地図上で自分がいる位置が確認可能。
▪ブザー…アラームなど音を出す機能
で、閉じ込められたときのサインに。防犯
ブザー付きの機種もあります。
▪懐中電灯…カメラに付いているライト
を使い、停電時や夜間の懐中電灯に。

　夏になるとよく見かける打ち水。これは地面にま
いた水が蒸発するときに周りの熱を奪う「気化熱」
を利用したものだよ。まいた水がすぐ蒸発してしま
う昼間より朝・夕がおすすめ。お風呂の残り湯を利
用すれば、節水にもなるよ。

▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。
▶詳しくは、危機管理・防災課（☎ 66・1089）へ。

図書館だより
　　　　　　～ 今月のおすすめ本 ～

　今年は、旧舞鶴市 ( 西舞鶴 ) と東舞鶴市が合併し
て 70 年となる記念すべき年です。本市は東西に市
街地を持つ地理的な特殊性から、同一用途の施設を
複数保有していることがかねてからの課題です。
　本市の公共施設は、昭和 40 年代後半から 50 年
代にかけて整備された施設が多く、建て替えや改修
が必要な時期を迎えています。私は、市長就任直後
に公共施設を一括管理する方針を示し、その基礎と
なる情報をまとめた「公共施設マネージメント白書」
を本年３月に発表しました。これらの施設が設置さ
れた時代と比べ、社会情勢や市民意識が大きく変化
した現在、安全、かつ最適な管理運営が求められて
います。今後の進め方としては、公共施設は市民の
暮らしと密接に関わっていますので、ニーズにしっ
かりと耳を傾けることを大原則とし、少子高齢化、
人口減少などの社会構造変化と新しい時代に必要な
機能付加を十分に考慮しながら、施設の総量抑制と
多機能化・複合化および建物の構造的・機能的長寿
命化を推進していきます。さらには、白鳥トンネル
４車線化による東西間の移動時間短縮にも着手し、

「舞鶴はひとつ」との熱い思いで取り組む所存です。

まいづる
メール配信

サービスにも
登録を。
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　５月 25 日と 26 日、舞鶴公園一帯で、毎年恒例
の「第 22 回まいづる細川幽斎田辺城まつり」が開
催されました。鎧武者やちびっこ武者のほか、福島
県会津若松市から「会津藩奴

やっこ

隊」22 人が行列に初
参加。独特のかけ声のもと、傘や毛槍を振り回す演
舞を披露しながら西地区市街地を練り歩き、沿道か
らは拍手や歓声があがっていました。
　また、西町子ども会の児童たちが芸屋台で「舞鶴
今昔物語」と題して講談を披露したほか、ステージ
では、細川幽斎と縁の深い福井県から勝山高校日本
文化部の生徒たちが和太鼓を打ち鳴らし、祭を盛り
上げてくれました。

青空の下　いざ参らん 熱戦！市民スポーツ祭に 2,400 人

アセアン・ファッションウイーク２０１３

　アジアを中心とするファッションデザイナーが集い、自慢のコレクションを披露
するイベント「アセアンファッションウイーク 2013」が５月 28 日～ 31 日に赤
れんがパークで開催。華やかな衣装を身にまとった出演者たちが、赤れんが５号棟
のランウエイを颯爽と歩き、かっこよくポーズを決めると客席からは拍手が送ら
れ、会場の観客たちを魅了していました。

01. 恒例の鎧武者の行列
02. 威勢の良い掛け声で演舞を披露
03. 勝山高日本文化部が和太鼓を披露
04. 芸屋台で講談

　６月１日（土）と２日（日）
に文化公園体育館など市内の
10 会場で市民スポーツ祭を開
催しました。野球やソフトボー
ル、卓球、グラウンドゴルフな
どの交流の部９種目のほか、体
験会の部４種目を実施。好天に
も恵まれ、中学・一般の部に参
加した約 2,400 人が各会場で
熱戦を繰り広げました。

　６月 21 日からチェコ共和国で開催される「第 17 回
世界ジュニア女子バレーボール選手権大会」に出場する
西舞鶴高３年の井上愛里沙さんが舞鶴市長を表敬訪問。
井上さんは、全日本ジュニアチームの一員に唯一高校生
から選ばれました。市長から激励を受け、井上さんは「舞
鶴を、そして日本を代表し全力を尽くして戦ってきます」
と力強く決意を述べました。

01. 民族衣装をイメージ
02. サッカーボールとダンスの融合
03. 鮮やかな色遣いのドレス
04. フィナーレを飾る出演者

01 . 舞鶴発のニュースポーツ「マイパック」
02 . 俺のボールを打ってみろ！
03 . アタック No.1

 ▲強い決意を胸に市長と力強く握手赤れんがの魅力を世界に発信！
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自分への挑戦　世界にアタック

　６月 11 日、水泳学習が始まる
のを前に、三笠小５・６年の児童
らが心肺蘇生法「P

プ ッ シ ュ

USH コース」
を体験しました。スポンジで心臓
をかたどったトレーニングキット
を使って実践。
　子どもたちは「心臓を押すのは
結構力がいることが分かった」「人
の命を助ける知識と勇気を持つこ
とが大切だと分かった」などと話
していました。

▲心肺蘇生法「PUSH コース」を体験
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　全国的な風しんの流行を受け、風しん予防接種
の費用の一部を助成します。

【期間】　来年３月 31 日（月）まで
【対象】市内に住民票のある 19 歳以上で
　❖妊娠を希望する女性
　❖妊娠している女性の配偶者
※妊娠中か妊娠の可能性のある人や過去に風し
ん・麻しん風しん混合ワクチンを２回接種した人
は除く

【補助額】
　❖風しんワクチン…4,080 円
　❖麻しん風しん混合ワクチン…6,370 円

【その他】 平成 25 年度市民税非課税世帯と生活
保護世帯は全額補助（要件あり）

【申し込み方法】 領収書と印鑑、母子手帳（妊婦
の配偶者のみ）を持参し、来年４月 10 日（木）
までに保健センターか市役所子ども支援課、西支
所保健福祉係、加佐分室へ。

風しん予防接種の費用を補助

７月のカレンダー

休日・土曜日の救急・急病診療

日 診療時間 当番病院（内科・外科）
      ６日 ㈯ 開業医の診療終了後

舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）
      ７日 ㈰ ９時から

    13 日 ㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

    14 日 ㈰ ９時から

 15 日 ㈷ ９時から

舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175） 20 日 ㈯ 開業医の診療終了後

 21 日 ㈰ ９時から

 27 日 ㈯ 開業医の診療終了後
舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

 28 日 ㈰ ９時から

※受診は、できる限り昼間の時間帯にお願いします。また、
軽症などの緊急を要しない症状の場合は、できる限り平日
の診療時間内にかかりつけ医での受診をお願いします。

休日の小児科一次診療

日 診療時間 当番病院
    ７日 ㈰ 

９時～ 18 時

※受け付けは
17 時 30 分まで

舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

  14 日 ㈰ 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

  15 日 ㈷
舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

  21 日 ㈰ 

  28 日 ㈰ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

※ 19 時以降は市役所（☎ 62・
2300）か西支所（☎ 75・2250）へ。

当番会社
山下管工業開発㈱ （☎ 75・0048）

水道修理

納　　期

種　類 納期限
　後期高齢者医療保険料 （１期）

７月 31 日（水）
　国民健康保険料

（２期）　介護保険料

　固定資産税

※いずれも 400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会を同時開催。
※７月は「愛の血液助け合い運動」月間。夏期は輸血用血液が不
足する恐れがあります。皆さんのご協力をお願いします。

献血の日程

日 受付時間 会場

   ４日 ㈭
９時 30 分～ 12 時 西総合会館

14 時～ 16 時 東消防署・防災センター

 28 日 ㈰ ９時 30 分～ 11 時 30 分
12 時 30 分～ 15 時 30 分 らぽーる西側広場

　乳がんは女性がかかるがんの中で一番多く、特
に 40 ～ 50 代に多く発症し、死亡率も増加して
います。昨年 2,859 人が乳がん検診を受診し、
そのうち 12 人にがんが発見されました。この年
代は特に家事や仕事に忙しく、自分のことは後回
しにしてしまいがちですが、早期発見・早期治療
のためにぜひ受診を。

【実施期間】　来年２月 28 日㈮まで
【場所】　市内の実施医療機関
【内容】　視触診、マンモグラフィ検査（乳房Ⅹ線
撮影）、問診

【対象】　40 歳以上の女性（昭和 49 年３月 31 日
以前生まれ）
※２年に１回の検診のため、24 年度に受診した
人は不可。

【料金】　1,500 円
【その他】10 月 26 日㈯と 12 月１日㈰に保健センタ
ーで検診車による集団検診も実施（先着各 100 人）。

【申し込み方法】　電話で保健センターへ。

乳がん検診を開始

　７月 18 日（木）13 時 30 分～ 15 時、舞鶴健康
講座を実施します。無料。申し込みは同センターへ。

▪元気に食べてお顔もストレッチ
【場所】　西公民館
【講師】　竹屋町森歯科クリニック院長の森昭さん

▪高齢者の健康について
【場所】　南公民館
【講師】　指宿医院院長の指宿昌彦さん

　熱中症は、身体が暑さに慣れていない梅
雨の時期にもかかる恐れがあります。「気
温・室温が高い」「湿度が高い」「急に暑く
なる」などの日は注意しましょう。

《熱中症の症状》
❖体温が高い　　❖頭痛、めまい、吐き気
❖汗をかかない　❖意識の障害

《予防方法を紹介》
❖吸湿性・通気性の良い服を選ぶ
❖帽子や日傘で直射日光をさける
❖こまめに水分補給をする
❖休養と睡眠、栄養をとる
❖エアコンをうまく活用する

舞鶴健康講座　受講生を募集

熱中症に
ご用心
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　会場名の記載がない催しは保健センターで開催。申し込みは、特に指定がない場合は同センター
へご連絡を。協力医療機関についてのお問い合わせも同センターへお願いします。

７月の
保健センターのお知らせ ☎ 65・0065

ＦＡＸ 62・0551

◎ 教室・相談

◎ 健康診査・予防接種
対象 内容 その他

乳幼児健診 ３か月 ･10 か月 ･
１歳６か月 ･ ３歳児 ❖身体計測　❖問診　❖医師の診察　など

該当者には通知。対象などは同センターか市ホー
ムページでご確認を。転入や紛失などで予診票が
ない人は、同センターへ連絡を。予防接種

（個別接種）
乳幼児

❖ヒブ　❖小児用肺炎球菌　❖四種混合１期
❖麻しん風しん１期・２期　❖日本脳炎１期
❖三種混合１期　❖不活化ポリオ　❖ＢＣＧ

児童・生徒 ❖三種混合２期　❖日本脳炎２期　❖子宮頸がん予防

対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

健やか育児相談 乳幼児の保護者 ７月８日（月）
９時 30 分～ 11 時

❖育児の悩み相談
❖歯・食事の相談
❖身体計測　など

なし 無料 不要

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）

※各１回のみ参加可

２歳６
か月児

平成 22 年８月 18 日～
平成 23 年１月６日生まれ ７月 11 日（木）

９時 30 分～
11 時 15 分 ❖歯の話

❖歯科健診
❖フッ素塗布

先着 20 人

300 円

７月２日（火）
から電話で

２歳児 平成 23 年１月 26 日～
７月８日生まれ 先着 30 人

２歳６
か月児

平成 22 年９月１日～
平成 23 年１月 26 日生まれ ７月 25 日（木）

９時 30 分～
11 時 15 分

先着 20 人
７月 16 日（火）
から電話で

２歳児 平成 23 年２月 16 日～
７月 26 日生まれ 先着 30 人

心の健康相談室 市内在住の人 ７月 22 日（月）
11 時～ 15 時 45 分

子育ての悩みや人間関
係、仕事のストレスなど 先着３人 無料 ７月２日～ 19 日

（金）に電話で

離乳食教室 ６～８か月児の保護者 ７月 26 日（金）
14 時～ 15 時 30 分 離乳食開始後の話と試食 先着 15 人 無料 ７月２日から

電話で

子宮頸がん予防ワクチン
接種勧奨を見合わせます

　４月から定期予防接種として実施していた子宮
頸がん予防ワクチンの接種について、当面、定期
接種を積極的にお勧めしないことになりました。 
　ワクチンとの因果関係を否定できない副反応の報
告があり、厚生労働省の勧告に基づくものです。
　ただし、定期接種を中止するものではありません
ので、予防接種の有効性と安全性を十分に理解した
上で接種いただくことは可能です。
　不明な点は保健センターまで問い合わせを。



222013.7-1 maizuru23 2013.7-1maizuru

●
７
月
26
日
㈮
10
時
～
12
時

●
中
総
合
会
館

●
パ
ン
ケ
ー
キ
や
野
菜
の
ス
ー
プ
な
ど

●
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
も
可
）

●
先
着
20
人
●
５
０
０
円

●
電
話
で
舞
鶴
友
の
会
の
貫
井
さ
ん
（
☎

75
・
２
５
９
６
）
へ
。

▪
こ
ど
も
絵
手
紙
教
室

●
７
月
23
日
㈫
９
時
30
分
～
12
時

●
小
原
清
子
さ
ん

●
小
学
生
●
先
着
20
人
●
３
０
０
円

▪
夏
の
自
由
研
究
の
見
つ
け
方
教
室

●
７
月
28
日
㈰
10
時
～
12
時

●
倉
梯
小
教
諭
の
舩
本
明
さ
ん
●
小
学
生

（
保
護
者
同
伴
も
可
）
●
先
着
30
人

▪
ね
ん
ど
で
小
物
づ
く
り

●
７
月
30
日
㈫
９
時
30
分
～
11
時
30
分
と
13

時
30
分
～
15
時
30
分
●
大
川
る
り
子
さ
ん

●
小
学
生
（
小
学
３
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●
先
着
各
20
人
●
７
０
０
円

▪
こ
ど
も
マ
ン
ガ
教
室

●
７
月
31
日
㈬
10
時
～
12
時
●
漫
画
家
の

安
川
ケ
ン
ジ
さ
ん
●
小
・
中
学
生
（
保
護

者
同
伴
も
可
）
●
先
着
30
人

▪
こ
ど
も
料
理
教
室

●
８
月
６
日
㈫
９
時
30
分
～
13
時

●
タ
コ
ラ
イ
ス
を
作
る
●
は
ま
な
す
会

●
小
学
３
～
６
年
生
●
先
着
30
人
●
５
０
０
円

〈
共
通
〉
●
７
月
14
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
で
。

▪
苔こ

け
だ
ま玉
づ
く
り

●
７
月
13
日
㈯
10
時
～
13
時

●
７
月
８
日
㈪
ま
で

▪
竹
か
ご
づ
く
り

●
８
月
４
日
㈰
10
時
～
13
時

●
７
月
29
日
㈪
ま
で

〈
共
通
〉

●
杉
山
市
民
農
園
●
先
着
20
人

●
１
，
５
０
０
円
（
ピ
ザ
・
ス
イ
ー
ツ
付
き
）

●
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
名
水
の
里
杉
山
の

松
岡
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
５
１
２
６
・
３

３
１
９
）
へ
。

▪
ア
ジ
サ
イ
展
イ
ベ
ン
ト
デ
ー

●
７
月
７
日
㈰
９
時
～
17
時
（
入
園
は
16

時
30
分
ま
で
）

●
３
０
０
円
（
小
・
中
学
生
１
５
０
円
）

●
❖
テ
ン
ト
市
…
９
時
か
ら
。
地
場
産
品

の
販
売
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

❖
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
両
丹
青
年
部
に
よ

る
お
茶
席
（
先
着
１
０
０
人
）
…
10
時
か

ら
。
２
０
０
円

❖
講
演
会
…
13
時
30
分
～
15
時
。「
あ
じ

さ
い
を
楽
し
む
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
ア
ジ

サ
イ
協
会
副
会
長
の
藤
井
清
さ
ん
が
講

演
。
先
着
20
人
。
申
し
込
み
が
必
要

❖
ア
ジ
サ
イ
展
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
…
先
着
２

０
０
人
。
ア
ジ
サ
イ
挿
し
木
苗
と
リ
サ
イ

ク
ル
堆
肥
を
進
呈

▪
つ
る
か
ご
教
室

●
７
月
27
日
㈯
13
時
～
16
時
●
西
総
合
会
館

●
先
着
15
人
●
１
，
２
０
０
円

●
７
月
10
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

▪
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
会

●
８
月
４
日
㈰
９
時
30
分
～
15
時
30
分

●
小
学
生
以
上
●
１
，
０
０
０
円

●
８
月
２
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

●
７
月
23
日
㈫
～
８
月
28
日
㈬
９
時
～
17
時

●
郷
土
資
料
館
●
夏
休
み
の
自
由
研
究
な

ど
の
歴
史
調
べ
に
つ
い
て
助
言
●
小
学
生

●
同
館
（
☎
75
・
８
８
３
６
）

●
７
月
24
日
㈬
９
時
30
分
～
12
時

●
フ
レ
ア
ス
舞
鶴

●
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
タ
ッ
チ
ケ
ア

の
知
識
や
技
術
●
小
学
生
以
上

●
先
着
６
人
●
２
，
５
０
０
円

●
７
月
19
日
㈮
ま
で
に
、
氏
名
、
学
年
、

電
話
番
号
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
ま
い
づ
る
ア
ロ
マ
き
っ

ず
（
☎
０
９
０
・
３
８
２
３
・
９
８
５
０

（
森
）、
ＦＡＸ
75
・
８
４
０
２
（
並
川
））
へ
。

　

夏
休
み
こ
ど
も
料
理
教
室

　
夏
休
み
ふ
る
さ
と
歴
史
調
べ
相
談

　
中
央
公
民
館

　
（
☎
62
・
０
４
０
０
、
ＦＡＸ
62
・
０
４
４
２
）

　

き
っ
ず
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成
講
座

自
然
文
化
園
（
☎
68
・
１
１
８
７
）

名
水
杉
山
楽が

っ
こ
う校

▪
子
ど
も
料
理
教
室

●
７
月
27
日
㈯
９
時
30
分
～
12
時

●
小
学
４
～
６
年
生
●
先
着
20
人
●
５
０
０
円

▪
夏
休
み
こ
ど
も
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
教
室

●
８
月
３
日
㈯
10
時
～
12
時

●
写
真
立
て
や
ポ
ッ
ト
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

●
小
学
生
●
先
着
25
人
●
１
，
０
０
０
円

〈
共
通
〉

●
７
月
20
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

●
８
月
３
日
㈯
16
時
～
20
時
●
ま
い
づ
る

作
業
所
前
広
場
●
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
や

模
擬
店
、
抽
選
会
な
ど
。
新
聞
や
雑
誌
な

ど
の
資
源
を
持
参
し
た
人
に
ジ
ャ
ン
ボ
に

ん
に
く
厨
子
王
を
進
呈
（
先
着
50
人
）

●
当
日
準
備
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
も
募
集
。
市
内
送
迎
あ
り

●
同
作
業
所
（
☎
68
・
０
６
０
０
）

●
７
月
24
日
㈬
９
時
～
12
時

●
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
小
物
入
れ
や
飾
り
傘
な
ど

●
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
も
可
）

●
先
着
20
人
●
３
０
０
円

●
７
月
17
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
・
３
２
３
３
）
へ
。

▪
セ
ミ
の
羽
化
観
察
会

●
７
月
27
日
㈯
19
時
～
20
時
30
分

●
加
佐
公
民
館
●
丹
後
・
丹
波
虫
の
会

●
先
着
20
人
（
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
７
月
２
日
㈫
～
20
日
㈯
に
電
話
で
。

●
郷
土
資
料
館
●
先
着
10
人
●
５
０
０
円

▪
大
波
古
墳
探
検

●
８
月
24
日
㈯
９
時
～
12
時

●
大
波
古
墳
群
入
口
集
合

●
先
着
30
人
●
１
０
０
円

〈
共
通
〉
●
小
学
４
年
生
以
上

●
実
施
日
の
２
日
前
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
同
館
へ
。

▪
志
高
城
跡
探
検

●
７
月
27
日
㈯
９
時
～
12
時

●
加
佐
公
民
館
駐
車
場
集
合

●
先
着
30
人
●
１
０
０
円

▪
草
木
染
め
チ
ャ
レ
ン
ジ

●
８
月
10
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時
30
分

▪
囲
碁
・
将
棋
教
室

●
８
月
３
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時

●
加
佐
公
民
館
●
稲
垣
守
一
さ
ん

●
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
も
可
）

●
先
着
30
人

●
７
月
２
日
㈫
～
27
日
㈯
に
電
話
で
。

▪
生
き
物
観
察
会

●
８
月
４
日
㈰
13
時
～
14
時
30
分

●
由
良
川
橋
東
側
堤
防
付
近
（
桑
飼
上
）

●
若
狭
湾
生
物
同
好
会
と
加
佐
自
然
同
好
会

●
小
学
生
以
上
●
先
着
30
人

●
７
月
２
日
㈫
～
27
日
㈯
に
電
話
で
。

▪
星
空
観
察
会

●
８
月
９
日
㈮
19
時
～
21
時
●
加
佐
公
民
館

●
小
谷
昭
さ
ん
●
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
先
着
30
人
●
中
止
の
場
合
順
延

●
７
月
２
日
㈫
～
27
日
㈯
に
電
話
で
。

●
８
月
２
日
㈮
13
時
30
分
か
ら
●
総
合
文

化
会
館
●
整
理
券
が
必
要
（
７
月
22
日
㈪

か
ら
同
館
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各

公
民
館
、
東
・
西
図
書
館
な
ど
で
配
布
）

●
舞
鶴
子
ど
も
育
成
支
援
協
会
事
務
局

（
子
ど
も
支
援
課
内
、
☎
66
・
１
０
９
４
）

●
７
月
20
日
㈯
18
時
30
分
か
ら
●
安
寿
姫
塚

●
約
１
，
０
０
０
個
の
フ
ロ
ー
ト
キ
ャ
ン

ド
ル
と
約
１
０
０
個
の
提
灯
を
点
灯

●
実
行
委
員
会
の
岩
見
さ
ん
（
☎
82
・
０

７
１
９
）

●
８
月
４
日
㈰
９
時
30
分
～
12
時
●
東
消

防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
●
防
災
の
話
や
３

Ｄ
シ
ア
タ
ー
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
な
ど

●
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
●
先
着
60
人

●
７
月
16
日
㈫
～
31
日
㈬
に
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
危
機
管
理
・
防
災
課
（
☎
66
・
１

０
８
９
、
ＦＡＸ
64
・
７
６
８
８
）
へ
。

●
８
月
８
日
㈭
９
時
30
分
～
12
時

●
西
総
合
会
館
●
ラ
ザ
ニ
ア
や
コ
ー
ン
ス

ー
プ
、
フ
ル
ー
ツ
み
つ
豆

●
舞
鶴
料
理
学
院
の
堀
祥
子
さ
ん

●
小
学
３
年
生
以
上
と
そ
の
保
護
者

●
先
着
10
組
●
７
０
０
円

●
７
月
31
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
勤
労
者
福

祉
会
館
（
☎
77
・
１
２
１
２
）
へ
。

▪
海
の
研
究

●
８
月
２
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
栽
培
漁
業
や
あ
わ
び
の
話
、
海
藻
を
使

っ
た
作
品
づ
く
り
な
ど
●
府
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
所
長
の
中
津
川
俊
雄
さ
ん

●
小
学
４
～
６
年
生
●
先
着
20
人

▪
石
こ
う
で
立
体
コ
ピ
ー

●
８
月
20
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
舞
鶴
高
専
教
授
の
西
山
等
さ
ん
●
小
学
４

～
６
年
生
●
先
着
15
人
●
１
，
５
０
０
円

〈
共
通
〉
●
７
月
２
日
㈫
～
31
日
㈬
に
電

話
で
同
館
（
☎
78
・
１
８
０
０
）
へ
。

▪
水
辺
教
室

●
８
月
４
日
㈰
９
時
30
分
～
15
時

●
西
運
動
広
場
集
合
●
伊
佐
津
川
と
池
内

川
で
サ
ワ
ガ
ニ
や
カ
ゲ
ロ
ウ
な
ど
の
観
察

や
水
質
調
査
●
先
着
40
人

▪
星
空
観
察

●
８
月
12
日
㈪
19
時
～
21
時

●
舞
鶴
文
化
公
園
●
先
着
50
人

●
曇
天
・
雨
天
の
場
合
は
延
期

〈
共
通
〉
●
小
学
３
～
６
年
生
と
そ
の
保

護
者
●
１
人
３
０
０
円
●
７
月
30
日
㈫
ま

で
に
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
電

話
番
号
、
保
護
者
の
氏
名
を
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
生
活
環
境
課
（
☎ 

66
・
１
０
０
５
、
ＦＡＸ
66
・
１
０
１
５
）
へ
。

　
東
公
民
館
（
☎
62
・
１
２
３
７
）

　
郷
土
資
料
館
（
☎
・
ＦＡＸ
75
・
８
８
３
６
）

　

作
業
所
ま
つ
り
in
平

　

物
づ
く
り
教
室

　
加
佐
公
民
館
（
☎
83
・
０
０
１
４
）

　
子
ど
も
文
化
劇
場
「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」

　

夏
休
み
親
子
防
災
教
室

　
子
ど
も
と
ク
ッ
キ
ン
グ

　
安
寿
姫
塚
夜
祭
り

　
キ
ャ
ン
ド
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

城
南
会
館
の
夏
休
み
自
由
研
究

　

水
辺
教
室
＆
星
空
観
察

●
８
月
４
日
㈰
９
時
～
15
時

●
由
良
川
橋
付
近

●
荒
天
中
止

▪
川
舟
レ
ー
ス

●
中
学
生
以
上

❖
パ
ド
ル
の
部
（
４
人
１
組
）

●
一
般
と
女
性
の
部

●
先
着
30
組
程
度

●
１
組
２
，
０
０
０
円
（
全
員
が
18

歳
未
満
の
場
合
は
１
，
０
０
０
円
）

❖
櫓ろ

の
部
（
個
人
）

●
先
着
10
人
●
５
０
０
円

▪
こ
ど
も
ハ
ゼ
つ
り
大
会

●
中
学
生
以
下
（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

●
２
０
０
円

〈
共
通
〉

●
賞
金
・
商
品
・
参
加
賞
あ
り

●
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
年
齢
、
川
舟
レ
ー

ス
は
出
場
部
門
、
チ
ー
ム
名
（
パ
ド

ル
の
部
の
み
）、
チ
ー
ム
紹
介
、
代

表
者
の
電
話
番
号
を
、
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
加
佐
ふ

る
さ
と
塾
事
務
局
（
〒
６
２
４
‐
０

１
０
２ 

市
内
字
志
高
１
０
０
５ 

加

佐
分
室
内
）へ
。
７
月
23
日
㈫
必
着
。

●
同
事
務
局
（
☎
83
・
０
０
１
４
、

ＦＡＸ 

83
・
０
３
２
０
）

川
舟
レ
ー
ス
＆

こ
ど
も
ハ
ゼ
つ
り
大
会

▲アジサイの海が広がる
　（６月 16 日撮影）
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催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

夏
の
ス
タ
ミ
ナ
料
理
教
室

●
７
月
13
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
大
浦
会
館
●
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

●
先
着
12
人
●
１
，
０
０
０
円

●
７
月
２
日
㈫
～
11
日
㈭
に
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
同
館
（
☎
68
・
２
０
１
０
、
ＦＡＸ

68
・
２
０
１
１
）
へ
。

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

▪
西
消
防
署
（
☎
77
・
０
１
１
９
）

●
７
月
11
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時
30
分

▪
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
・

０
１
１
９
）

●
７
月
19
日
㈮
18
時
～
21
時

〈
共
通
〉
●
先
着
30
人

●
実
施
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
電
話
で
各

消
防
署
へ
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

小
原
日
登
美
さ
ん
の
講
演
会

●
７
月
８
日
㈪
13
時
～
15
時
●
海
上
自
衛

隊
舞
鶴
教
育
隊
●
ロ
ン
ド
ン
五
輪
女
子
レ

ス
リ
ン
グ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
小
原
日
登
美

さ
ん
の
講
演
な
ど
●
先
着
１
０
０
人

●
７
月
５
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
海
上
自
衛

隊
舞
鶴
教
育
隊
（
☎
62
・
２
２
７
１
）
へ
。

教
室
・
講
座

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
祭

●
７
月
27
日
㈯
13
時
か
ら
●
総
合
文
化
会
館

●
子
ど
も
達
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
音
楽
な
ど

の
発
表
。
14
団
体
が
出
演
。

●
文
化
振
興
課
（
☎
66
・
１
０
１
９
）

海
上
自
衛
隊 

舞
鶴
地
方
隊

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

●
７
月
27
日
㈯
８
時
か
ら

●
自
衛
隊
北
吸
桟
橋
ほ
か

●
自
衛
艦
で
の
港
内
巡
り
や
陸
自
・
空
自

に
よ
る
装
備
品
の
展
示
な
ど

●
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方
総
監
部
（
☎

62
・
２
２
５
０
）

Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
「
彩
菜
館
」

金
曜
日
は
カ
レ
ー
の
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
７
月
19
日
㈮
と
20
日
㈯
10
時
～
14
時

●
Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
「
彩
菜
館
」
東
舞
鶴
店

●
元
海
上
自
衛
隊
員
が
作
る
地
元
食
材
を

event

催
し

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

●
７
月
26
日
㈮
13
時
～
15
時
●
中
総
合
会
館

●
参
加
者
同
士
の
交
流

●
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

●
電
話
で
高
齢
者
支
援
課
（
☎
66
・
１
０

１
２
）
へ
。

書
道
展

●
７
月
５
日
㈮
～
７
日
㈰
９
時
～
18
時

（
７
日
は
16
時
ま
で
）

●
中
総
合
会
館

●
舞
鶴
書
道
連
盟
の
中
邑
さ
ん
（
☎
76
・

４
７
６
８
）

使
っ
た
舞
鶴
海
軍
カ
レ
ー
や
食
材
の
販

売
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
店
の
出
店
。

●
Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
（
☎
０
７
７
３
・

42
・
１
８
１
４
）

図
書
館
の
催
し

【
東
図
書
館
（
☎
62
・
０
１
９
０
）】

▪
読
書
会

●
８
月
１
日
㈭
10
時
30
分
～
12
時

●
作
品
は
萩
原
葉
子
著
「
天
上
の
花
」

▪
お
は
な
し
会

●
８
月
７
日
㈬
15
時
30
分
～
16
時

●
人
形
劇
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

●
幼
児
と
小
学
生

▪
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

●
８
月
８
日
㈭
11
時
～
11
時
20
分

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
な
ど

●
０
～
２
歳
児

▪
お
は
な
し
の
ろ
う
そ
く

●
・
●
８
月
17
日
㈯

❖
10
時
30
分
～
11
時
…
小
学
生

❖
11
時
５
分
～
11
時
30
分
…
４
歳
以
上

●
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ

【
西
図
書
館
（
☎
75
・
５
４
０
６
）】

▪
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

●
８
月
21
日
㈬
11
時
～
11
時
30
分

●
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

●
乳
幼
児
と
そ
の
家
族

サ
ロ
ン
「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

▪
鉄
尾
由
紀
子 

押
し
花
展

●
７
月
15
日
㈷
ま
で
10
時
～
16
時

▪
南
舞
鶴
女
性
の
会 

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

●
７
月
５
日
㈮
12
時
30
分
～
13
時

▪
さ
わ
や
か
ー
ズ　

コ
ン
サ
ー
ト

●
７
月
13
日
㈯
12
時
30
分
～
13
時

▪
芳
賀
忠
一 

サ
ク
ソ
ホ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

●
７
月
15
日
㈷
12
時
30
分
～
13
時

▪
川
柳
サ
ー
ク
ル
作
品
展

●
７
月
16
日
㈫
～
31
日
㈬
10
時
～
16
時

▪
柏
原
修 

ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

●
７
月
19
日
㈮
12
時
30
分
～
13
時

▪
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

●
７
月
23
日
㈫
12
時
30
分
～
13
時

●
ピ
ア
ノ
奏
者
の
小
林
由
香
里
さ
ん
と
フ

ル
ー
ト
奏
者
の
松
下
恵
子
さ
ん
が
出
演

青
少
年
非
行
防
止
推
進
市
民
大
会

青
少
年
善
行
表
彰
式

●
７
月
20
日
㈯
14
時
～
16
時

●
中
総
合
会
館

●
❖
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
式
典

と
講
演
会
❖
社
会
生
活
・
教
育
・
文
化
な
ど

で
顕
著
な
善
行
が
あ
っ
た
青
少
年
を
表
彰

●
子
ど
も
支
援
課
（
☎
66
・
１
０
９
４
）

▪
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

●
８
月
３
日
㈯
～
17
日
㈯
に
計
７
回
、
９

時
～
11
時
●
東
舞
鶴
公
園

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

市
営
住
宅
の
入
居
者

　

募
集
は
荒
田
、大
野
辺
、北
浜
、福
来（
各

１
戸
）、長
浜
（
２
戸
）、加
津
良
（
４
戸
）。

　

申
し
込
み
資
格
は
❖
現
在
住
宅
に
困
っ

て
い
る
❖
市
内
在
住
か
在
勤
❖
公
営
住
宅

法
に
定
め
る
基
準
以
下
の
収
入
❖
本
人
を

含
め
２
人
以
上
の
親
族
（
婚
姻
と
同
様
の

関
係
に
あ
る
人
を
含
む
）
が
同
時
に
入
居

で
き
る
（
北
浜
は
単
身
入
居
可
）
❖
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
❖
本
人
と
同
居
人
が

暴
力
団
員
で
な
い
❖
連
帯
保
証
人
が
１
人

必
要
。
案
内
書
を
７
月
８
日
㈪
か
ら
建
築

住
宅
課
か
西
支
所
庶
務
係
で
配
布
。

●
７
月
16
日
㈫
～
19
日
㈮
に
同
課
（
☎

66
・
１
０
５
０
）
へ
。

人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
標
語

●
標
語
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
（
66
・
１
０
１

５
）、
電
子
メ
ー
ル
で
人
権
啓
発
推
進
室

へ
。
１
人
２
点
ま
で
。
９
月
20
日
㈮
（
消

印
有
効
）

●
人
権
啓
発
推
進
室
（
☎
66
・
１
０
２
２
）

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

●
人
と
動
物
の
愛
情
あ
ふ
れ
た
作
品
を
募

集
。
サ
イ
ズ
は
四
つ
切（
１
人
２
点
ま
で
）

●
府
内
在
住
か
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人

●
７
月
31
日
㈬
ま
で
に
郵
送
か
持
参
で
中

丹
東
保
健
所
（
☎
75
・
１
１
５
６
）
へ
。

募
集

城
南
会
館
（
☎
78
・
１
８
０
０
）

▪
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
８
月
６
日
～
11
月
26
日
の
火
曜
日
に
計

16
回
、
昼
の
部
（
13
時
30
分
～
15
時
）
と

夜
の
部
（
19
時
30
分
～
21
時
）

●
先
着
各
13
人

●
月
３
，０
０
０
円
（
資
料
代
が
別
途
必
要
）

●
７
月
20
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

▪
初
め
て
の
塩
麹こ

う
じ

・
し
ょ
う
ゆ
麹
教
室

●
８
月
28
日
㈬
10
時
～
12
時

●
伊
藤
壽
子
さ
ん
●
先
着
16
人

●
１
，
０
０
０
円

●
７
月
２
日
㈫
～
８
月
24
日
㈯
に
電
話
で
。

甲
種
防
火
管
理 

再
講
習

●
８
月
２
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時
30
分

舞
鶴
こ
ど
も
発
明
ク
ラ
ブ

●
７
月
27
日
～
来
年
２
月
22
日
の
土
曜
日
に
計

８
回
、
９
時
30
分
～
12
時
●
西
公
民
館
ほ
か

●
科
学
・
電
子
工
作
や
ア
イ
デ
ア
工
作
な
ど

●
小
学
４
～
６
年
生
●
先
着
20
人

●
５
，
０
０
０
円
●
舞
鶴
み
な
と
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の
共
催

●
７
月
19
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
同
館
（
☎

75
・
６
５
０
１
）
へ
。

障
害
児
・
者
地
域
生
活
サ
ポ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

●
７
月
25
日
㈭
13
時
～
17
時
と
９
月
28
日

㈯
９
時
～
12
時
●
中
総
合
会
館
な
ど

●
特
別
支
援
教
育
と
障
害
に
つ
い
て
の
講

義
や
車
い
す
介
助
実
習
な
ど
●
高
校
生
以

上
で
障
害
の
あ
る
人
と
の
交
流
や
支
援
学

校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い
人

●
先
着
30
人
●
７
月
10
日
㈬
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

62
・
７
０
４
４
、
ＦＡＸ
62
・
７
０
３
９
）
へ
。

●
小
学
４
～
６
年
生
●
先
着
50
人

●
５
０
０
円

▪
体
操

●
７
月
26
日
㈮
～
８
月
４
日
㈰
に
計
６
回
、

９
時
30
分
～
11
時
30
分
●
文
化
公
園
体
育
館

●
小
学
生
●
先
着
50
人
●
５
０
０
円

〈
共
通
〉

●
７
月
22
日
㈪
ま
で
に
教
室
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
学
校
名
、
学
年
、
保
護

者
名
、
電
話
番
号
を
往
復
は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス
か
電
子
メ
ー
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

66
・
１
０
５
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
８
９
７
）
へ
。

●
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー

●
甲
種
防
火
管
理
講
習
の
修
了
者
で
一
定

規
模
以
上
の
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者

と
し
て
選
任
さ
れ
て
い
る
人

●
１
，
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
７
月
８
日
㈪
～
19
日
㈮
に
所
定
の
用
紙

（
消
防
本
部
、
東
・
西
消
防
署
に
備
え
付

け) 

で
。

●
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
66
・
１
１
９
１
）

環
境
美
化
絵
画

●
清
掃
活
動
や
川
・
海
な
ど
を
題
材
に
し

た
絵
画
を
募
集
。
サ
イ
ズ
は
四
つ
切

●
市
内
の
小
・
中
学
生
●
作
品
の
裏
面
に

学
校
名
、
学
年
、
氏
名
を
記
入
し
、
７
月

20
日
㈯
～
９
月
６
日
㈮
ま
で
に
舞
鶴
の
川

と
海
を
美
し
く
す
る
会
事
務
局
（
生
活
環

境
課
内
、
☎
66
・
１
０
０
５
）
へ
。

時時時時時時時時 場問

定

定

料

料

申 時

場

対対対対

定

定

料料 申申 講 時時

時場内 内

問

定

申

時

場

内

対対

時場内問

定

料申 時

場

内

他

対対

内問申 内

時

場

内対対時●
❖
７
月
28
日
㈰
14
時
～
15
時
30
分
…
総

合
文
化
会
館
❖
７
月
29
日
㈪
18
時
～
19
時

30
分
…
ま
い
づ
る
智
恵
蔵
●
世
界
に
誇
る

日
本
固
有
の
建
築
物
●
水
野
信
太
郎
・
北

翔
大
教
授
●
先
着
各
25
人
●
前
日
ま
で
に

赤
れ
ん
が
博
物
館
（
☎
66
・
１
０
９
５
）
へ
。

赤
煉
瓦
市
民
講
座

定

申

講

時

場

内問 問料申

申

時場対対

申

内対対 対対

定

料

申時 時

場

場

内

時時時時時 時場 内内内内内 内問

問

対対

対対

対対対対

定

料

申申 時時時

場

内

広報まいづる６月 16 日号の１㌻「舞鶴市代表団がポーツマス市訪問」の記事において誤りがありました。
❖ 誤）尾関義之　→　正）尾関善之お詫び

定

時 場

料

内

他

講

申

対

問

対 定 料 申他

お知らせ
▪略語の見方
　 ＝日時　　　　　　　＝場所・会場　　＝内容　　　＝講師　　　　　　＝対象
　 ＝定員、募集人数　　＝料金　　　　　＝その他　　＝申し込み方法　　＝問い合わせ先

※ 　だれでも　　特になし　　無料　　特になし　　不要の場合は、記載していません

内

有 

料 

広 

告
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催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

相
談

人
権
相
談

▪
人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談

●
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

９
時
～
12
時
●
法
務
局
舞
鶴
支
局

●
面
接
相
談
（
個
室
）・
電
話
相
談

▪
特
設
人
権
相
談
所

●
・
●
❖
第
２
木
曜
日
…
城
南
会
館

❖
第
３
木
曜
日
…
南
公
民
館
、
い
ず
れ
も

９
時
～
12
時
●
面
接
相
談
（
個
室
）

〈
共
通
〉

●
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る

●
法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

市
民
無
料
相
談

（
市
民
相
談
課
、
☎
66
・
１
０
０
６
）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

さ
る
な
ぁ
と
（
☎
76
・
８
３
３
３
）

▪
司
法
書
士
法
律
相
談

●
７
月
４
日
㈭
と
８
月
１
日
㈭
13
時
30
分

～
16
時
30
分
●
市
役
所
本
館

●
登
記
や
相
続
、
多
重
債
務
な
ど

▪
巡
回
市
民
・
行
政
相
談

●
７
月
９
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
中
央
公
民
館

●
市
職
員
と
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
る

▪
公
証
相
談

●
７
月
16
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
遺
言
書
や
契
約
書
な
ど
公
正
証
書
の
作
成

▪
土
地
家
屋
調
査
士
相
談
会

●
７
月
16
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館
●
土
地
の
分
筆
や
合
筆
、

境
界
問
題
、
家
屋
の
新
・
増
築
、
滅
失
な
ど

▪
風
船
で
遊
ぼ
う

●
８
月
８
日
㈭
10
時
30
分
か
ら

●
ア
ン
パ
ン
マ
ン
や
動
物
を
つ
く
る

●
１
０
０
円

骨
盤
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ピ
ラ
テ
ィ
ス

●
７
月
18
日
㈭
10
時
～
11
時
30
分

●
東
公
民
館
●
子
育
て
中
の
母
親

●
先
着
30
人
●
託
児
あ
り

●
７
月
13
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
館
（
☎

62
・
１
２
３
７
）
へ
。

ワ
ク
ワ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
さ
る
な
ぁ
と

●
７
月
18
日
㈭
９
時
30
分
～
12
時

●
西
総
合
会
館

●
子
ど
も
服
や
育
児
用
品
な
ど
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
。
22
店
が
出
店

●
勤
労
者
福
祉
会
館
（
☎
77
・
１
２
１
２
）

い
き
い
き
孫
育
て
講
座

●
７
月
20
日
㈯
と
11
月
16
日
㈯
13
時
～
16
時

●
中
総
合
会
館

●
孫
世
代
を
迎
え
る
心
構
え
と
育
児
技
術

●
先
着
10
人
●
１
，
０
０
０
円

●
電
話
で
み
き
助
産
院
（
☎
77
・
７
１
５

３
）
へ
。

健
や
か
子
育
て
教
室
「
親
子
で
お
遊
戯
」

●
８
月
９
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分

●
城
南
会
館

●
３
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

●
先
着
20
組

●
７
月
２
日
㈫
～
31
日
㈬
に
電
話
で
同
館

（
☎
78
・
１
８
０
０
）
へ
。

▪
マ
マ
も
で
き
る
カ
ッ
ト
教
室

●
８
月
19
日
㈪
10
時
30
分
か
ら

●
美
容
師
に
よ
る
は
さ
み
の
使
い
方
な
ど

●
２
０
０
円

▪
親
子
リ
ズ
ム
遊
び

●
８
月
28
日
㈬
10
時
～
11
時

●
２
０
０
円

〈
共
通
〉

●
先
着
20
組

●
子
育
て
中
の
親
子

●
７
月
２
日
㈫
か
ら
電
話
で
。

❖中央公民館…第４月曜日❖東・南・西・加佐公民館、大浦・城南会館…毎週月曜日❖東・西図書館…毎週月
曜日と祝日（土・日曜日の場合は開館）、毎月末日（土・日・月曜日の場合は火曜日）❖田辺城資料館、郷土
資料館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日❖総合文化会館、市民会館、陶芸館…毎週月曜
日（祝日の場合はその翌日）❖勤労者福祉会館…第３水曜日❖引揚記念館、東・文化公園体育館…第３木曜日。

施設の休館日

よ
ち
よ
ち
パ
ー
ク

●
７
月
４
日
㈭
10
時
～
12
時
●
東
公
民
館

●
子
ど
も
服
や
育
児
用
品
な
ど
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
ち
よ
ち

広
場
（
☎
63
・
４
８
２
１
）

子
育
て

自
然
文
化
園　

四
季
写
真
展

●
自
然
文
化
園
の
四
季
を
写
し
た
写
真
を

募
集
。
サ
イ
ズ
は
四
つ
切（
１
人
３
点
ま
で
）

●
作
品
に
申
込
書
（
自
然
文
化
園
、
都
市

計
画
課
、
各
公
民
館
な
ど
に
備
え
付
け
）

を
添
付
し
、
９
月
24
日
㈫
～
９
月
30
日
㈪

に
郵
送
（
〒
６
２
５
‐
０
１
５
２
市
内
字

多
祢
寺
24
‐
12
）
か
持
参
で
花
と
緑
の
公

社
（
☎
68
・
１
１
８
７
）
へ
。

療
育
相
談

●
７
月
８
日
㈪
と
22
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

30
分
●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず
な
ぎ

●
市
内
在
住
の
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

64
・
３
７
６
６
、
ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）
へ
。

▪
市
民
法
律
相
談

●
７
月
19
日
㈮
13
時
か
ら

●
市
役
所
本
館
●
弁
護
士
が
応
じ
る

●
11
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
７
月
17
日
㈬
８
時
30
分
～
12
時
に
電
話
で
。

▪
行
政
書
士
相
談

●
７
月
24
日
㈬
10
時
～
13
時
●
市
役
所
本
館

●
官
公
署
へ
の
提
出
書
類
や
遺
言
書
な
ど

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

傍
聴

入
札
監
視
委
員
会

●
７
月
16
日
㈫
13
時
30
分
か
ら

●
議
員
協
議
会
室

●
管
財
契
約
課
（
☎
66
・
１
０
４
５
）

福
祉
の
仕
事 

ミ
ニ
就
職
面
接
会

●
７
月
17
日
㈬
13
時
～
16
時

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
舞
鶴

●
職
員
を
募
集
し
て
い
る
福
祉
・
介
護
事

業
所
２
社
に
よ
る
就
職
面
接
会

●
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
北
部
福
祉
人
材

（
福
祉
人
材
カ
フ
ェ
）（
☎
０
７
７
３
・

22
・
３
８
７
８
）

よ
ろ
ず
相
談

失
業
・
病
気
・
事
故
で
お
困
り
の
方
へ

●
・
●
❖
７
月
９
日
㈫
…
西
総
合
会
館

❖
７
月
12
日
㈮
…
市
役
所
別
館
、
い
ず
れ

も
９
時
～
16
時

●
生
活
相
談
や
く
ら
し
の
資
金
の
貸
付

（
限
度
額
１
世
帯
10
万
円
）

●
印
鑑
と
世
帯
全
員
の
現
在
の
収
入
が
分

か
る
も
の
（
預
金
通
帳
・
給
与
明
細
・
年

金
証
書
な
ど
）
を
必
ず
持
参
。
収
入
額
に

よ
り
貸
付
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

●
保
健
福
祉
企
画
課
（
☎
66
・
１
０
１
１
）

府
民
無
料
法
律
相
談

●
７
月
22
日
㈪
13
時
30
分
か
ら

●
中
丹
広
域
振
興
局

●
弁
護
士
が
応
じ
る
●
先
着
10
人

●
７
月
19
日
㈮
９
時
か
ら
電
話
で
同
振
興

局
（
☎
62
・
２
５
０
０
）
へ
。

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
の
女
性
無
料
相
談

▪
電
話
相
談

●
７
月
４
日
～
８
月
１
日
の
木
曜
日
、
10

時
～
16
時

●
人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴

力
、
介
護
の
悩
み
な
ど
専
門
の
女
性
相
談

員
が
応
じ
る
。
専
用
電
話
（
65
・
０
０
５

６
）
へ
。

▪
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

●
７
月
17
日
㈬
11
時
～
16
時

●
就
職
や
起
業
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
関
す

る
相
談
、
情
報
提
供
な
ど
。
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
応
じ
る

●
先
着
４
人

●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
人
権
啓
発
推
進
室

（
☎
66
・
１
０
２
２
）
へ
。

▪
心
と
か
ら
だ
の
相
談

●
７
月
23
日
㈫
13
時
～
15
時

●
看
護
師
・
助
産
師
が
応
じ
る

●
先
着
２
人

●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

▪
面
接
相
談

●
８
月
７
日
㈬
11
時
～
14
時
10
分

●
人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴

力
、
介
護
の
悩
み
な
ど
。
女
性
問
題
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
応
じ
る

●
先
着
３
人

●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

〈
共
通
〉

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

聴
覚
言
語
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
64
・
３
９
１
１
、
ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）

▪
聞
こ
え
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談

●
７
月
18
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
聞
こ
え
に
つ
い
て
の
講
演
や
座
談
会

●
市
内
在
住
の
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
と

そ
の
家
族
●
７
月
12
日
㈮
ま
で

▪
聞
こ
え
の
相
談
会

●
７
月
25
日
㈭
13
時
～
16
時

●
聴
力
測
定
と
補
聴
器
の
相
談

●
市
内
在
住
の
難
聴
者

●
先
着
５
人
●
７
月
19
日
㈮
ま
で

〈
共
通
〉

●
言
語
聴
覚
士
が
応
じ
る

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
は
が
き
（
〒
６
２

５
‐
０
０
８
３
市
内
字
余
部
上
２
‐
９
）で
。

❖人口　86,575 人（‐73 人）❖男　43,392 人（‐59 人）❖女　43,183 人（‐14 人）
❖世帯　35,245 世帯（ ‐ ５世帯）
※平成 25 年６月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。

市の人口と世帯数
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　各地の山地に多い多年草。茎は直立し、高さ 40
～ 70㌢でまばらに枝分かれし、全体に荒い毛があ
る。根もとの葉は、羽状複葉で先端の葉は大きい。
茎の葉は楕円形で３つに切れ込む。
　夏、小枝の先に直径 1.5㌢くらいの黄色い５弁花
を数個つける。名前の由来は、根もとの葉がダイコ
ンの葉に似ていることから。全草を干したものを、
水
す い よ う ば い

楊梅と呼び、利尿剤として用いる。
【協力】
　瓜生勝朗　市文化財保護委員（植物分野）

まいづる花図鑑 83

【 ダイコンソウ 】 （バラ科）
見ごろ７～８月頃

広
報

ま
い

づ
る

７
月

号
　

　
発

行
・

舞
鶴

市
（

〒
625-8555 京

都
府

舞
鶴

市
字

北
吸

1044、
☎

62・
2300）

編
集

・
広

報
広

聴
課

（
☎

66・
1041、

ＦＡＸ
62・

7951）
印

刷
・

有
限

会
社

み
ど

り
印

刷

〈
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
〉

http://w
w

w
.city.m

aizuru.kyoto.jp/
舞

鶴
市

役
所

へ
の

郵
便

物
は

、
市

役
所

専
用

の
郵

便
番

号
（

〒
625-8555）

と
担

当
課

名
で

届
き

ま
す

。

◀携帯サ

イトはこ

ちらから
maizuru

語
り
伝
え
る
平
和
へ
の
思
い

　

舞
鶴
・
引
揚
語
り
の
会
は
、
引
揚

記
念
館
の
来
館
者
に
、
展
示
資
料
の

説
明
や
時
代
背
景
、
引
揚
者
の
証
言

な
ど
、
見
る
だ
け
で
は
な
か
な
か
伝

わ
ら
な
い
事
柄
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
ま
す
。

　

言
葉
を
使
っ
て
「
語
る
」
こ
と
で
、

資
料
だ
け
で
は
読
み
解
く
こ
と
が
難
し
い
、
そ

こ
に
込
め
ら
れ
た
引
揚
者
の
思
い
を
よ
り
深
く

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
語
る
」
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
引

揚
者
の
方
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
も
大
切
な
活

動
で
す
。
つ
ら
い
体
験
な
の
で
、
当
時
の
事

を
ご
家
族
に
も
あ
ま
り
話
さ
れ
な
い
方
も
お

ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
方
が
記
念
館
を
訪
れ
た

と
き
に
、
堰せ

き

を
切
っ
た
よ
う
に
当
時
の
こ
と

を
話
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
「
気

持
ち
が
楽
に
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
、
記
念
館

を
後
に
さ
れ
ま
す
。
そ
の
思
い
を
、
橋
渡
し

と
い
え
ば
大
げ
さ
で
す
が
、
次
の
世
代
へ
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

語
り
部
と
な
っ
て

　

語
り
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在
約
30
人
。

会
に
入
る
き
っ
か
け
は
、
市
の
「
語
り
部
養

成
講
座
」
を
軽
い
気
持
ち
で
受
講
し
た
の
が

き
っ
か
け
と
い
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
実
際
に
語
り
部
と
し
て
活
動
す
る
う

ち
に
来
館
者
か
ら
「
よ
く
理
解
で
き
た
」
と

言
わ
れ
た
と
き
や
説
明
が
よ
く
伝
わ
っ
た
と

感
じ
た
と
き
は
大
変
う
れ
し
く
、
ま
す
ま
す

活
動
に
力
が
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

来
館
者
は
小
学
生
や
若
者
、
年
配
の
方
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
相
手
に
よ
っ
て
説
明
の
内

容
や
言
葉
も
変
え
な
い
と
う
ま
く
伝
わ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

や
り
が
い
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

舞
鶴
市
民
の
果
た
し
た
役
割

　

記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
に
は
、

引
揚
者
１
人
ひ
と
り
の
つ
ら
く
悲
し
い
思
い

出
と
13
年
間
に
も
わ
た
り
温
か
く
迎
え
入
れ

て
く
れ
た
舞
鶴
市
民
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が

凝
縮
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
も
苦
し
い
生

活
の
中
、
当
時
の
舞
鶴
市
民
が
引
揚
者
に
対

し
て
果
た
し
た
、
出
迎
え
・
湯
茶
の
接
待
・

慰
問
な
ど
「
思
い
や
り
と
優
し
さ
」
の
精
神

と
行
動
に
つ
い
て
も
語
り
継
い
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

署
名
活
動
に
ご
協
力
を

　

語
り
の
会
は
市
が
目
指
し
て
い
る
「
ユ
ネ

ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
」
へ
の
登
録
申
請
に
少

し
で
も
力
に
な
れ
ば
と
、
思
い
を
同
じ
く
す

る
い
く
つ
か
の
団
体
と
と
も
に
「
世
界
記
憶

遺
産
登
録
を
応
援
す
る
会
」
を
立
ち
上
げ
署

名
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
署
名
を
機
会
に
ご
家
族
で
「
平
和
の

尊
さ
」
や
「
舞
鶴
市
民
が
果
た
し
た
役
割
」

に
つ
い
て
話
し
あ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
７
月
か
ら
各
自
治
会
の

協
力
で
署
名
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
１
人
で

も
多
く
の
人
の
署
名
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

舞
鶴
・
引
揚
語
り
の
会

⑩
引
き
揚
げ
の
史
実
を
語
り
継
ぐ

　

戦
後
、
多
く
の
引
揚
者
を
温
か
く
迎
え
た
舞
鶴
。
そ
の
引
き
揚
げ
の
歴
史
を
風
化

さ
せ
な
い
よ
う
に
、「
引
き
揚
げ
」
を
言
葉
で
語
り
伝
え
る
「
語
り
部
」
と
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

舞
鶴
・
引
揚
語
り
の
会
」
の
皆

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。


